
収 容 定 員
（ 合 計 ）

28（博士前
期課程）

12（博士後
期課程）

平成28年4月　博士前期課程第1年次及び博士後期課程第1年次

計

(博士前期課程） (博士前期課程） (博士前期課程）

75科目

(博士後期課程） (博士後期課程） (博士後期課程）

57科目

教授 准教授 講師 助教 計 助手 教授 准教授 講師 助教 計 助手 教授 准教授 講師 助教 計 助手 教授 准教授 講師 助教 計 助手

(博士前期課程） (博士前期課程） (博士前期課程）

5人 1人 2人 1人 9人 0人 3人 1人 0人 3人 7人 0人 人 人 人 人 人 人 8人 2人 2人 4人 16人 0人 11人

(5) (1) (2) (1) (9) (0) （3） （1） （0） （3） （7） （0） （） （） （） （） （） （） (8) (2) (2) (4) (16) (0) (11)

(博士後期課程) (博士後期課程)

5人 1人 2人 1人 9人 0人 3人 1人 0人 1人 5人 0人 人 人 人 人 人 人 8人 2人 2人 2人 14人 0人 10人

(5) (1) (2) (1) (9) (0) （3） （1） （0） （1） （5） （0） （） （） （） （） （） （） (8) (2) (2) (2) (14) (0) (11)

科目 27科目 30科目

教員組織の概要

兼 任
教 員 等
（ 合 計 ）

4人 人

(4) （）

(博士後期課程）

（ 各 構 成 大 学 が 開 設
す る 授 業 科 目 数 ）

16科目 22科目 0科目 38科目 19科目

計 講 義教 育 課 程

2（博士後期
課程）

科目 科目 科目 科目 35科目21科目 0科目 40科目

兼 任
教 員 等

専 任 教 員 等 （ 合 計 ）

科目 0科目

40科目 0科目

7人 5人 人

(7) (5) （）

7人

計講 義 演 習 実験・実習講 義 演 習 実験・実習

専 任 教 員 等
兼 任
教 員 等

専 任 教 員 等
兼 任
教 員 等

専 任 教 員 等

17科目 0科目 31科目 科目 科目

(7)

入 学 定 員

6（博士後
期課程）

実 験 ・ 実 習
（ 合 計 ）

13科目 14科目 0科目 27科目 14科目

演 習 実験・実習 計
講 義
（ 合 計 ）

演 習
（ 合 計 ）

2（博士前期
課程）

3（博士後期
課程）

修士(生活工学)  [Master of Human Centered Engineering]、修士(工学)  [Master of Engineering]、修士(学術)  [Master of Philosophy]
博士(生活工学)  [Doctor of Human Centered Engineering]、博士(工学)  [Doctor of Engineering]、博士(学術)　[Doctor of Philosophy]

7（博士前期
課程）

14（博士前
期課程）

2（博士後期
課程）

6（博士後
期課程）

7（博士前期
課程）

14（博士前
期課程）

14（博士前期
課程）

4（博士後期
課程）

-

学 位

開設時期及び開設年次

修 業 年 限
入 学 定 員
（ 合 計 ）

編 入 学 定 員
（ 合 計 ）

－

編入学定員 収 容 定 員

共 同 学 科 等 の 概 要

入 学 定 員 編入学定員 収 容 定 員 入 学 定 員

－

編入学定員 収 容 定 員

共 同 学 科 等 の 名 称

共 同 学 科 等 の 目 的
生活者、女性の視点からの工学の推進及び領域融合的な課題解決型コラボレーションの実践を通じて、問題や課題を発見、解決し社会に貢献できる女性研究者・高度技術者を養成する
ことを目的とする。

構 成 大 学 の 設 置 者 国立大学法人奈良女子大学 国立大学法人お茶の水女子大学

構 成 大 学 の 名 称
奈良女子大学大学院

(Graduate School, Nara Women's University)
お茶の水女子大学大学院

(Graduate School, Ochanomizu University)

構成大学の本部の位置

14条特例の実施生活工学共同専攻 (Cooperative Major in Human Centered Engineering)

別記様式第２号（その１の２）
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

基　本　計　画　書　（　共　同　学　科　等　）

事 項 記　　　　　　　　　　　入　　　　　　　　　　　欄

計 画 の 区 分 研究科の専攻の設置

奈良県奈良市北魚屋東町 東京都文京区大塚二丁目１番１号

1

1



教授 准教授 講師 助教 計 教授 准教授 講師 助教 計 教授 准教授 講師 助教 計 教授 准教授 講師 助教 計

(博士前期課程） (博士前期課程） (博士前期課程）

5人 1人 2人 1人 9人 3人 1人 0人 3人 7人 人 人 人 人 人 8人 2人 2人 4人 16人 12人

(5) (1) (2) (1) (9) （3） （1） （0） （3） （7） （） （） （） （） （） (8) (2) (2) (4) (16)

(博士後期課程) (博士後期課程) (博士後期課程)

5人 1人 2人 1人 9人 3人 1人 0人 1人 5人 人 人 人 人 人 8人 2人 2人 2人 14人 9人

(5) (1) (2) (1) (9) （3） （1） （0） （1） （5） （） （） （） （） （） (8) (2) (2) (2) (14)

76 人 30 人 人 84 人 46 人 人

(76) (30) (84) (46)

6 人 0 人 人 8 人 4 人 人

(6) (0) (8) (4)

5 人 9 人 人 6 人 12 人 人

(5) (9) (6) (12)

1 人 5 人 人 2 人 15 人 人

(1) (5) (2) (15)

88 人 44 人 人 100 人 77 人 人

(88) (44) (100) (77)

そ の 他 の 職 員
(6)

(132)
計

事 務 職 員

図 書 館 専 門 職 員

専 任 兼 任

(177)

106

6

14

6

132

(106)

(6)

130

18

17

177

(130)

(12)

(17)

技 術 職 員
12

5人

兼 任 計

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

（）

人

（） （） （）

（） （） （）

（） （）

人 人 人

（）

職 種

（5） （） (12)

研究指導教員等（合計） その他
の教員
（合計）

人 人

人 人

（）

人

人

(9)

人 人

(14) (18) （） （）

人 人

（） （）

計 専 任

（）

人

専 任 兼 任

人

(7)

計

7人 4人 人

7人

(7) （4）

研 究 指 導 教 員 等
その他
の教員

研 究 指 導 教 員 等
その他
の教員

研 究 指 導 教 員 等
その他
の教員

2

2



〔うち外国書〕 〔うち外国書〕

種 種 種

9,952 1,280 162 9,300 6,171      1

(9,952) (1,280) (162) （9,300） （6,171） （1） （　） （　） （　）

― 千円 ― 千円 ― 千円

第 １ 年 次 第 ２ 年 次 第 ３ 年 次 第 ４ 年 次 第 １ 年 次 第 ２ 年 次 第 ３ 年 次

― 千円

第 ５ 年 次 第 ６ 年 次 第 ５ 年 次 第 ６ 年 次

― 千円 ― 千円 ― 千円― 千円

学 生 納 付 金 以 外
の 維 持 方 法 の 概 要

― ―

備 考 国費による 国費による

千円 千円

学 生 １ 人 当 り
納 付 金

千円 千円

― 千円

― 千円 千円 千円

第 ５ 年 次 第 ６ 年 次

― 千円 ― 千円

― 千円 千円 千円 千円 千円

第 ２ 年 次 第 ３ 年 次 第 ４ 年 次 第 １ 年 次

― 千円

― 千円

千円 千円 千円

第 ４ 年 次

図 書 購 入 費

― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

― 千円
設 備 購 入 費

― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

― 千円 千円 千円 千円― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

千円

千円― 千円 ― 千円 ― 千円 千円 千円 千円― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

― 千円

― 千円 ― 千円 千円 千円 千円

千円― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円 千円

千円

共 同 研 究 費 等
― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

教 員 １ 人 当 り 研 究 費 等

― 千円 ― 千円 ― 千円

千円

― 千円 ― 千円 ― 千円 千円 千円 千円

― 千円 ― 千円 千円

第 ４ 年 次 第 ５ 年 次 第 ６ 年 次 第 ４ 年 次 第 ５ 年 次 第 ６ 年 次 第 ４ 年 次 第 ５ 年 次 第 ６ 年 次

経
費
の
見
積
り
及
び

維
持
方
法
の
概
要

経
費
の
見
積
り

区 分

開 設 前 年 度 第 １ 年 次 第 ２ 年 次 第 ３ 年 次 開 設 前 年 度 第 １ 年 次 第 ２ 年 次 第 ３ 年 次 開 設 前 年 度 第 １ 年 次 第 ２ 年 次 第 ３ 年 次

― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

収 納 可 能 冊 数

3,999㎡ 338 485,278 4,422㎡ 470 445,000 ㎡

閲 覧 座 席 数

〔　　〕　

視聴覚
資料

機械
器具

557,880〔557,880〕 13,678〔13,678〕 6,169〔5,681〕 712,200［225,100］ 27,900[17,700] 17,200[15,000]

〔うち外国書〕 冊

図書

電子ジャーナル

図 書 館

面 積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数 面 積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数 面 積

（　　　　　［　　］）(27,900[17,700]) (17,200[15,000])

図 書 ・ 設 備

(155,044〔155,044〕) (13,678〔13,678〕) (6,169〔5,681〕) (712,200［225,100］)

　　　　　〔　　　〕 〔　　〕　

機械
器具

（　　〔　　〕） （　　〔　　〕）

標本［うち外国書］ 電子ジャーナル ［うち外国書］ 〔うち外国書〕 電子ジャーナル ［うち外国書］

図書  学術雑誌

〔うち外国書〕

 学術雑誌

視聴覚
資料

図書  学術雑誌

視聴覚
資料

機械
器具

標本

冊 〔うち外国書〕 冊

標本

（補助職員0人） （補助職員1人） （補助職員2人） （補助職員1人） （補助職員　人） （補助職員　人）

専 任 教 員 研 究 室 数 9室 7室 室

情報処理学習施設 語学学習施設 情報処理学習施設 語学学習施設 情報処理学習施設 語学学習施設

4室 5室 7室 1室 室 室

大 学 全 体 の 収 容 定 員
（うち共同学科に係る収容
定 員 を 除 い た 数 ）

　　　　2,514人
（2,494）

　　　　2,531人
（2,511）

　　　　人
（　）

教 室 等

講義室 演習室 実験実習室 講義室 演習室 実験実習室 講義室 演習室 実験実習室

43室 51室 142室 52室 37室 84室 室 室 室

113,741㎡ 0㎡ 0㎡ 113741㎡ ㎡ ㎡

36,446㎡

㎡ ㎡ 294,051㎡ 0㎡ 294,051㎡

0㎡ 36446㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

0㎡ 153,555㎡小 計 76,260㎡ 0㎡ 0㎡ 76,260㎡

そ の 他 104,050㎡ 0㎡ 0㎡ 104,050㎡ 140,496㎡ 0㎡ 140,496㎡

㎡ ㎡ 153,555㎡

0㎡

0㎡ 70725㎡ ㎡ ㎡

計

77,295㎡ 0㎡ 0㎡

0㎡ 6570㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡

16,749㎡ 0㎡ 16,749㎡0㎡

共用する他の学校
等 の 専 用
（ 合 計 ）

77295㎡ ㎡

0㎡ 136,806㎡

6,570㎡

0㎡

計 専 用 共 用
共 用 す る 他 の
学 校 等 の 専 用

計 共用（合計）

㎡ ㎡

㎡

専用（合計）

136,806㎡

共 用
共 用 す る 他 の
学 校 等 の 専 用

校
　
　
地
　
　
等

区 分 専 用 共 用
共 用 す る 他 の
学 校 等 の 専 用

計 専 用

校 舎 敷 地 66,081㎡ 0㎡ 0㎡ 66,081㎡ 70,725㎡

合 計 180,310㎡ 0㎡ 0㎡ 180,310㎡

運動場用地 10,179㎡ 0㎡ 0㎡ 10,179㎡

3

3



奈良県奈良市北魚屋西町

文学部 150 第3年次 20 660 昭和24年度

人文社会学科 4 60 240 学士（文学）

言語文化学科 4 50 200 学士（文学） 平成７年度

人間科学科 4 40 180 学士（文学）

学部共通 第3年次 20 40

理学部 150 第3年次 10 670 昭和28年度

数物科学科 4 63 126 学士（理学） 平成26年度

化学生命環境学科 4 87 174 学士（理学） 平成26年度

数学科 4 - - 学士（理学）

物理科学科 4 - - 学士（理学）

化学科 4 - - 学士（理学）

生物科学科 4 - - 学士（理学）

情報科学科 4 - - 学士（理学）

学部共通 第3年次 10 20

生活環境学部 175 第3年次 10 650 平成５年度

食物栄養学科 4 35 140 平成17年度

心身健康学科 4 40 80 平成26年度

情報衣環境学科 4 35 70 平成26年度

住環境学科 4 35 140 平成18年度

生活文化学科 4 30 120 平成18年度

生活健康・衣環境学科 4 - -

学部共通 第3年次 10 20

人間文化研究科 昭和56年度

博士前期課程 192 384

国際社会文化学専攻 2 24 48 平成10年度

言語文化学専攻 2 24 48 平成10年度

人間行動科学専攻 2 18 36 平成10年度

食物栄養学専攻 2 11 22 平成19年度

心身健康学専攻 2 25 50 平成26年度

住環境学専攻 2 11 22 平成19年度

生活文化学専攻 2 9 18 平成19年度

奈良女子大学

既
設
学
部
等
の
状
況

大 学 の 名 称

学士（生活環境学）

平成８年度
(平成26年度募集停止)

開設
年度

学士（生活環境学）

学士（生活環境学）

学士（生活環境学）

学士（生活環境学）

学士（生活環境学）

平成７年度
(平成20年度名称変更)
(平成26年度入学定員変
更50⇒40)

平成８年度
(平成26年度募集停止)

専攻分野に応じ、
修士（学術）、修
士（文学）、修士
（理学）、修士
（生活環境学）又
は修士（家政学）

平成７年度
(平成20年度名称変更)

学 部 等 の 名 称 修業年限
入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

所　在　地

平成３年度
(平成26年度募集停止)

昭和28年度
(平成26年度募集停止)

平成17年度
(平成26年度募集停止)

昭和28年度
(平成26年度募集停止)

年 人 年次
人 人

学位又
は称号

4

4



数学専攻 2 14 28 平成10年度

物理科学専攻 2 14 28 平成10年度

化学専攻 2 14 28 平成10年度

生物科学専攻 2 16 32 平成10年度

情報科学専攻 2 12 24 平成10年度

生活健康・衣環境学専攻 2 - -

人間文化研究科

博士後期課程 50 150

比較文化学専攻 3 12 36 昭和56年度

社会生活環境学専攻 3 15 45 平成15年度

共生自然科学専攻 15 45 平成15年度

複合現象科学専攻 8 24 平成15年度

東京都文京区大塚二丁目１番１号

　人文科学科 4 55 220 学士（人文科学） 平成８年度

　言語文化学科 4 80 320 学士（人文科学） 平成８年度

　人間社会科学科 4 40 160 学士（人文科学） 平成８年度

　芸術・表現行動学科 4 27 3年次 108 学士（人文科学） 平成８年度

　学部共通 10 20

理学部

　数学科 4 20 80 学士（理学） 昭和２５年度

　物理学科 4 20 80 学士（理学） 昭和２５年度

　化学科 4 20 80 学士（理学） 昭和２５年度

　生物学科 4 25 100 学士（理学） 昭和２５年度

　情報科学科 4 40 3年次 160 学士（理学） 平成２年度

　学部共通 10 20

生活科学部

　食物栄養学科 4 36 144 学士（生活科学） 平成１６年度

　人間・環境科学科 4 24 96 学士（生活科学） 平成１６年度

　人間生活学科 4 65 3年次 260 学士（生活科学） 平成４年度

　学部共通 10 20

人間文化創成科学研究科

博士前期課程

専用 共用
共用する他の
学校等の専用

計

3

既
設
学
部
等
の
状
況

専攻分野に応じ、
博士（学術）、博
士（文学）、博士
（理学）、博士
（社会科学）、博
士（生活環境学）
又は博士（情報科
学）

（　　　0㎡） （　　　0㎡） （　　　59,608㎡）

校 舎

3

所　在　地

年 人 年次
人

人

学 部 等 の 名 称

文教育学部

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平成19年度
(平成26年度募集停止)

59,608㎡ 0㎡ 0㎡ 59,608㎡

開設
年度

修業年限

大 学 の 名 称 お茶の水女子大学

（　　　59,608㎡）

既
設
学
部
等
の
状
況

5

5



　比較社会文化学専攻 2 60 － 120 修士（人文科学） 平成１９年度

修士（社会科学）

修士（生活科学）

修士（学術）

　人間発達科学専攻 2 27 － 54 修士（人文科学） 平成１９年度

修士（社会科学）

修士（生活科学）

修士（学術）

　ジェンダー社会科学専攻 2 18 － 36 修士（人文科学） 平成１９年度

修士（社会科学）

修士（生活科学）

修士（学術）

ライフサイエンス専攻 2 47 － 94 修士（生活科学） 平成１９年度

修士（理学）

修士（学術）

　理学専攻 2 70 － 140 修士（理学） 平成１９年度

修士（学術）

人間文化創成科学研究科

博士後期課程

　比較社会文化学専攻 3 27 － 81 博士（人文科学） 平成１９年度

博士（社会科学）

博士（生活科学）

博士（学術）

　人間発達科学専攻 3 14 － 42 博士（人文科学） 平成１９年度

博士（社会科学）

博士（生活科学）

博士（学術）

　ジェンダー学際研究専攻 3 4 － 12 博士（人文科学） 平成１９年度

博士（社会科学）

博士（生活科学）

博士（学術）

ライフサイエンス専攻 3 15 － 45 博士（生活科学） 平成１９年度

博士（理学）

博士（学術）

－ 　　博士（理学） 平成１９年度

博士（学術）

　理学専攻 3 13 39

博士（理学グローバルリーダー）

博士（工学グローバルリーダー）

博士（学術グローバルリーダー）

博士（理学グローバルリーダー）

既
設
学
部
等
の
状
況

59,165㎡ 0㎡ 0㎡ 59,165㎡

（ 59,165㎡） （ 0㎡） （ 0㎡） （ 59,165㎡）

博士（学術グローバルリーダー）

校 舎

専用 共用
共用する他の
学校等の専用

計

博士（工学グローバルリーダー）

6

6



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 奈良女子大学 2 ○ 5 1 2 1 オムニバス　

1前 お茶の水女子大学 2 ○ 3 1 3 兼3 オムニバス

1･2前 お茶の水女子大学 1 ○ 1

1･2後 奈良女子大学 1 ○ 1 隔年

1･2後 お茶の水女子大学 1 ○ 1 隔年

1･2前 奈良女子大学 1 ○ 2 1 オムニバス・隔年・集中

1･2前 お茶の水女子大学 1 ○ 1 隔年

1･2前 お茶の水女子大学 1 ○ 1 隔年

1･2前 奈良女子大学 1 ◯ 2 1 オムニバス・隔年

1･2前 奈良女子大学 1 ○ 1 1 1 オムニバス・隔年

1･2前 奈良女子大学 1 ○ 2 兼6 オムニバス

1･2後 お茶の水女子大学 1 ○ 3 1 3 兼3 オムニバス

1前 お茶の水女子大学 1 ○ 兼1

1後 奈良女子大学 1 ○ 2

知的財産論A 1前 奈良女子大学 1 ○ 兼1

1後 お茶の水女子大学 1 ○ 兼1

－ 6 12 0 8 2 2 4 0 兼12

1･2前 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2後 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2前 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2後 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2前 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2後 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2前 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2後 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2前 お茶の水女子大学 2 ○ 兼1

1･2後 お茶の水女子大学 2 ○ 兼1

1･2後 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2前 奈良女子大学 2 ○ 1 集中

1･2前 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2後 奈良女子大学 2 ○ 1 不定期

1･2前 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2前 奈良女子大学 2 ○ 1 集中

1･2後 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2前 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2後 お茶の水女子大学 2 ○ 兼1

1･2後 お茶の水女子大学 2 ○ 兼1

1･2後 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2前 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2前 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2後 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2前 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2後 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2前 お茶の水女子大学 2 ○ 兼1

1･2後 お茶の水女子大学 2 ○ 兼1

1･2前 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2後 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2前 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2後 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2前 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2前 お茶の水女子大学 2 ◯ 1 集中

1･2前 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2前 お茶の水女子大学 2 ◯ 1

1･2前 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2後 お茶の水女子大学 2 ◯ 1

－ 0 76 0 8 2 2 2 0 兼3

1･2通 お茶の水女子大学 2 ○ 3 1 3 兼2 複数担当・集中

1･2後 奈良女子大学 2 ○ 8 2 2 4 隔年・集中

1･2後 お茶の水女子大学 2 ○ 8 2 2 4 兼2 隔年・集中

1･2後 奈良女子大学 2 ○ 8 2 2 4 隔年・集中

1･2後 お茶の水女子大学 2 ○ 8 2 2 4 兼2 隔年・集中

備考

授業形態 専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称

衣環境材料学演習

データ解析論演習 

専
門
応
用
科
目
群

環境人間工学特論

衣環境情報処理論演習

生活メディア情報論

人体計測学特論

小計（38科目）

人体計測学演習

衣環境学演習

環境デザイン演習

ヒューマン・コンピュータ・
インタラクション(HCI)

ヒューマン・コンピュータ・
インタラクション(HCI)演習

生活工学概論A　

生活工学概論B

生活工学応用数学

生活工学物理化学B

生活工学計測論（センサ工学）

データ解析論

生活工学特別講義B

生活工学物理化学A

生活工学特別講義A

Project Based Learning
（いのちを守るデザイン）B

環境人間工学演習

生活工学デザインワーク
ショップ（LIDEE)

Project Based Learning
（持続可能性デザイン）A

Project Based Learning
（持続可能性デザイン）B

Project Based Learning
（いのちを守るデザイン）A

生活メディア情報論演習

基
礎
科
目
群

小計（16科目）

環境評価学演習

安全住工学演習

居住空間再生論

別記様式第２号（その２の２）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 共 同 学 科 等 ）
（奈良女子大学大学院人間文化研究科生活工学共同専攻　博士前期課程）

衣環境情報処理論

繊維表面分析論

衣環境材料学

繊維構造論演習

繊維表面分析論演習

衣住機能材料特論

専
門
科
目
群

環境工学特論

環境工学演習

空間デザイン演習

建築環境計画特論

衣住機能材料演習

繊維構造論

技術者倫理

知的財産論B

衣環境学特論

生活工学計測論（電子工学）

生活工学計測論（制御工学）

生活工学計測論（生活空間）

生活工学材料解析論

（お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科生活工学共同専攻　博士前期課程）

研究者倫理

配当年次

単位数

開設大学

－

－

居住空間再生論演習

生活医用福祉工学

生活生体工学

環境評価学特論

建築意匠特論

安全住工学

施設デザイン演習

居住空間環境学特論

1



1前 奈良女子大学 2 ○ 5 1 2 1 複数担当・集中

1前 お茶の水女子大学 2 ○ 3 1 3 兼2 複数担当・集中

2前 奈良女子大学 2 ○ 5 1 2 1 複数担当・集中

2前 お茶の水女子大学 2 ○ 3 1 3 兼2 複数担当・集中

1･2前 奈良女子大学 2 ○ 1 1 1 隔年・集中

1･2前 奈良女子大学 2 ○ 2 1 隔年・集中

1･2前 奈良女子大学 2 ○ 2 1 隔年・集中

1･2後 奈良女子大学 2 ○ 5 1 2 1 複数担当・隔年・集中

1･2後 お茶の水女子大学 1 ○ 1 1 兼1 複数担当・集中

1･2前 お茶の水女子大学 1 ○ 1 1 集中

1･2休 お茶の水女子大学 2 ○ 2 1 2 兼1 休業中集中

1･2休 奈良女子大学 2 ○ 5 1 2 1 複数担当・休業中集中

1･2休 お茶の水女子大学 2 ○ 3 1 3 兼2 複数担当・休業中集中

1･2休 お茶女/奈良女 2 ○ 2 1 1 兼1 ＊複数担当・休業中集中

1･2休 お茶女/奈良女 2 ○ 2 1 1 兼1 ＊複数担当・休業中集中

－ 0 34 4 8 2 2 4 0 兼2

1～2 お茶女/奈良女 10 ○ 8 2 2 4 0 -

合計（　75　科目） － 16 122 4 8 2 2 4 0 兼12

共同開講

奈良女子大学

 修士（生活工学、工学、学術)

開設大学

 2年以上在学し、所定の単位を修得し、かつ、 必要な研究

指導を受けた上、本学大学院の行う修士論文についての研究

の成果の審査及び最終試験に合格しなければならない。

 専門科目群及び専門応用科目群からそれぞれ4単位以上履修

し、必修単位を含めて30単位以上履修すること。

 研究者倫理、技術者倫理、知的財産論A・Bについては1年次

で履修することが望ましい。

 生活工学物理化学Aと生活工学物理化学Bはいずれか1科目の

み履修することができる。

 相手大学の開講科目を10単位以上履修する

＊合わせて2単位のみ修了に必要な単位数に算入することが

できる

 教育・研究上有益と認められるときは、学籍を置く大学及

び他方の大学の他専攻の授業を履修することが出来る。この

うち４単位までを本共同専攻での履修単位として認定する。

　履修科目は、指導教員の指導を受けた上で決定する。

専
門
応
用
科
目
群

学位又は学科の分野

63（2）

小計（20科目）

お茶の水女子大学

－

生活工学共同創発演習（基礎）A

生活工学共同創発演習（基礎）B

生活工学共同創発演習（発展）A

生活工学共同創発演習（発展）B

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

学位又は称号

生活工学特別研究（修士）

生活素材のデザイン

生活工学インターナショナルワークショップ

９０分

開設単位数（必修）

 工学関係、家政関係

１５週

２学期

14（1）

65（2）

－

１学年の学期区分

１学期の授業期間

１時限の授業時間

授業期間等

生活工学インターンシップB

住環境学インターンシップⅠ*

住環境学インターンシップⅡ*

生活工学マテリアルワーク

生活空間特別演習

生活メディア情報処理演習

生活工学公開展示演習

生活工学モデリング演習

生活工学インターンシップA

2



別記様式第２号（その２の１） 奈良女子大学北魚屋地区

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 ○ 5 1 2 1 オムニバス　

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 2 1 オムニバス・隔年・集中

1･2前 1 ◯ 2 1 オムニバス・隔年

1･2前 1 ○ 1 1 1 オムニバス・隔年

1･2前 1 ○ 2 兼6 オムニバス

1後 1 ○ 2

知的財産論A 1前 1 ○ 兼1

－ 3 6 0 5 1 2 1 0 兼7

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1 集中

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1 不定期

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1 集中

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

－ 0 36 0 5 1 2 1 0 0

1･2後 2 ○
5

(3)
1

(1)
2 1

(3) (兼2)

隔年・集中
(ｶｯｺ書きはお茶の
水女子大学側担当
教員)

1･2後 2 ○
5

(3)
1

(1)
2 1

(3) (兼2)

隔年・集中
(ｶｯｺ書きはお茶の
水女子大学側担当
教員)

1前 2 ○ 5 1 2 1 複数担当・集中

2前 2 ○ 5 1 2 1 複数担当・集中

1･2前 2 ○ 1 1 1 隔年・集中

1･2前 2 ○ 2 1 隔年・集中

1･2前 2 ○ 2 1 隔年・集中

1･2後 2 ○ 5 1 2 1 複数担当・隔年・集中

1･2休 2 ○ 5 1 2 1 複数担当・休業中集中

1･2休 2 ○ 2 ＊複数担当・休業中集中

1･2休 2 ○ 2 ＊複数担当・休業中集中

－ 0 18 4 5 1 2 1 0 0

1～2 10 ○ 5 1 2 1 0 0

合計（　38　科目） － 13 60 4 5 1 2 1 0 兼7

卒　業　要　件　及　び　履　修　方　法

 2年以上在学し、所定の単位を修得し、かつ、 必要な研究指導を受けた上、本学大学
院の行う修士論文についての研究の成果の審査及び最終試験に合格しなければならな
い。
専門科目群及び専門応用科目群からそれぞれ4単位以上履修し、必修単位を含めて30単
位以上履修すること。
 研究者倫理、技術者倫理、知的財産論A・Bについては1年次で履修することが望まし
い。
 生活工学物理化学Aと生活工学物理化学Bはいずれか1科目のみ履修することができる。
 相手大学の開講科目を10単位以上履修する
＊合わせて2単位のみ修了に必要な単位数に算入することができる
 教育・研究上有益と認められるときは、学籍を置く大学及び他方の大学の他専攻の授
業を履修することが出来る。このうち４単位までを本共同専攻での履修単位として認定
する。
　履修科目は、指導教員の指導を受けた上で決定する。

授業期間等

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

１学年の学期区分 ２学期

－

生活工学特別研究（修士）

－

学位又は称号  修士（生活工学、工学、学術) 学位又は学科の分野  工学関係、家政関係

生活工学インターンシップA

住環境学インターンシップⅠ*

住環境学インターンシップⅡ*

小計（11科目）

生活工学マテリアルワーク

生活空間特別演習

生活メディア情報処理演習

生活工学公開展示演習

専
門
応
用
科
目
群

Project Based Learning
（持続可能性デザイン）A

Project Based Learning
（いのちを守るデザイン）A

生活工学共同創発演習（基礎）A

生活工学共同創発演習（発展）A

小計（18科目） －

安全住工学演習

居住空間再生論

居住空間再生論演習

環境人間工学特論

環境人間工学演習

技術者倫理

小計（8科目） －

専
門
科
目
群

繊維構造論

繊維構造論演習

繊維表面分析論

繊維表面分析論演習

基
礎
科
目
群

生活メディア情報論

生活メディア情報論演習

データ解析論

データ解析論演習 

衣環境情報処理論

衣環境情報処理論演習

衣環境材料学

衣環境材料学演習

安全住工学

生活工学計測論（生活空間）

生活工学材料解析論

生活工学特別講義A

授業形態 専任教員等の配置

備考

生活工学概論A

生活工学物理化学A

生活工学計測論（センサ工学）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 共 同 学 科 等 ）

（奈良女子大学大学院人間文化研究科生活工学共同専攻　博士前期課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

3



別記様式第２号（その２の１） お茶の水女子大学大塚キャンパス

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 3 1 3 兼3 オムニバス

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 3 兼3 オムニバス

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

－ 3 6 0 3 1 0 3 0 兼5

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ◯ 1 集中

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ◯ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ◯ 1

－ 0 40 0 3 1 0 3 0 兼3

1･2通 2 ○ 3 1 3 兼2 複数担当・集中

1･2後 2 ○
3

(5)
1

(1) (2)
3

(1)
兼2

隔年・集中
(ｶｯｺ書きは奈良女
子大学側担当教員
数)

1･2後 2 ○
3

(5)
1

(1) (2)
3

(1)
兼2

隔年・集中
(ｶｯｺ書きは奈良女
子大学側担当教員
数)

1前 2 ○ 3 1 3 兼2 複数担当・集中

2前 2 ○ 3 1 3 兼2 複数担当・集中

1･2後 1 ○ 1 1 兼1 複数担当・集中

1･2前 1 ○ 1 1 集中

1･2休 2 ○ 2 1 2 兼1 休業中集中

1･2休 2 ○ 3 1 3 兼2 複数担当・休業中集中

1･2休 2 ○ 2 1 1 兼1 ＊複数担当・休業中集中

1･2休 2 ○ 2 1 1 兼1 ＊複数担当・休業中集中

－ 0 16 4 3 1 0 3 0 兼2

1～2 10 ○ 3 1 0 3 0 -

合計（　40　科目） － 13 62 4 3 1 0 3 0 兼5

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

 2年以上在学し、所定の単位を修得し、かつ、 必要な研究指導を受けた上、本学大学
院の行う修士論文についての研究の成果の審査及び最終試験に合格しなければならな
い。
専門科目群及び専門応用科目群からそれぞれ4単位以上履修し、必修単位を含めて30単
位以上履修すること。
 研究者倫理、技術者倫理、知的財産論A・Bについては1年次で履修することが望まし
い。
 生活工学物理化学Aと生活工学物理化学Bはいずれか1科目のみ履修することができる。
 相手大学の開講科目を10単位以上履修する
＊合わせて2単位のみ修了に必要な単位数に算入することができる
 教育・研究上有益と認められるときは、学籍を置く大学及び他方の大学の他専攻の授
業を履修することが出来る。このうち４単位までを本共同専攻での履修単位として認定
する。
　履修科目は、指導教員の指導を受けた上で決定する。

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

授業期間等

１学年の学期区分 ２学期

－

生活工学特別研究（修士）

－

学位又は称号  修士（生活工学、工学、学術) 学位又は学科の分野  工学関係、家政関係

生活工学インターナショナルワークショップ

生活工学インターンシップB

住環境学インターンシップⅠ*

住環境学インターンシップⅡ*

小計（11科目）

生活工学モデリング演習

生活素材のデザイン

専
門
応
用
科
目
群

生活工学デザインワーク
ショップ（LIDEE)

Project Based Learning
（持続可能性デザイン）B

Project Based Learning
（いのちを守るデザイン）B

生活工学共同創発演習（基礎）B

生活工学共同創発演習（発展）B

環境評価学特論

環境評価学演習

人体計測学特論

人体計測学演習

小計（20科目） －

建築環境計画特論

施設デザイン演習

居住空間環境学特論

環境デザイン演習

環境工学特論

環境工学演習

建築意匠特論

空間デザイン演習

生活医用福祉工学

生活生体工学

ヒューマン・コンピュータ・
インタラクション(HCI)

ヒューマン・コンピュータ・
インタラクション(HCI)演習

研究者倫理

知的財産論B

小計（8科目） －

専
門
科
目
群

基
礎
科
目
群

衣住機能材料特論

衣住機能材料演習

衣環境学特論

衣環境学演習

生活工学計測論（電子工学）

生活工学計測論（制御工学）

生活工学特別講義B

授業形態 専任教員等の配置

備考

生活工学概論B

生活工学応用数学

生活工学物理化学B

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 共 同 学 科 等 ）

（お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科生活工学共同専攻　博士前期課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 奈良女子大学 2 ○ 5 1 2 1

1後 お茶の水女子大学 2 ○ 3 1 1 兼1

1･2前 奈良女子大学 1 ○ 2 兼3 オムニバス・隔年

1･2前 お茶の水女子大学 1 ○ 2 1 兼1 オムニバス・隔年

1･2後 奈良女子大学 1 ○ 2 兼3 オムニバス・隔年

1･2後 お茶の水女子大学 1 ○ 1 1 兼1 オムニバス・隔年

1前 お茶の水女子大学 1 ○ 兼1

1前 奈良女子大学 1 ○ 2

知的財産論（発展）A 1前 奈良女子大学 1 ○ 兼1

知的財産論（発展）B 1後 お茶の水女子大学 1 ○ 兼1

－ 2 10 8 2 2 2 0 兼11

1･2･3前 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2･3後 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2･3前 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2･3後 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2･3前 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2･3後 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2･3後 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2･3前 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2･3後 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2･3前 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2･3後 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2･3前 奈良女子大学 2 ○ 1 集中

1･2･3後 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2･3後 奈良女子大学 2 ○ 1 集中

1･2･3前 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2･3後 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2･3前 お茶の水女子大学 2 ○ 兼1

1･2･3後 お茶の水女子大学 2 ○ 兼1

1･2･3前 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2･3後 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2･3前 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2･3後 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2･3前 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2･3後 奈良女子大学 2 ○ 1

1･2･3後 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2･3後 お茶の水女子大学 2 ○ 1 集中

1･2･3前 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2･3前 お茶の水女子大学 2 ○ 1 集中

1･2･3前 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2･3後 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2･3前 お茶の水女子大学 2 ○ 兼1

1･2･3後 お茶の水女子大学 2 ○ 兼1

1･2･3前 お茶の水女子大学 2 ○ 兼1

1･2･3後 お茶の水女子大学 2 ○ 兼1

1･2･3前 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2･3後 お茶の水女子大学 2 ○ 1 集中

1･2･3前 お茶の水女子大学 2 ○ 1

1･2･3後 お茶の水女子大学 2 ○ 1

－ 76 8 2 2 2 0 兼2

1･2･3通 奈良女子大学 2 ○ 5 1 2 1 集中

1･2･3通 お茶の水女子大学 2 ○ 3 1 1 兼1 集中

1･2･3通 奈良女子大学 2 ○ 5 1 2 1 集中

1･2･3通 お茶の水女子大学 2 ○ 3 1 1 兼1 集中

1･2･3通 お茶の水女子大学 2 ○ 1 1 兼1 集中

1･2･3通 お茶の水女子大学 2 ○ 1 1 兼1 集中

1･2･3休 奈良女子大学 2 ○ 5 1 2 1 複数担当・休業中集中

1･2･3休 お茶の水女子大学 2 ○ 3 1 1 兼1 複数担当・休業中集中

－ 16 8 2 2 2 兼1

1～3 お茶女/奈良女 10 ○ 8 2 2 2 0 -

－ 12 102 0 8 2 2 2 0 兼11

別記様式第２号（その２の２）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 共 同 学 科 等 ）

（奈良女子大学大学院人間文化研究科生活工学共同専攻　博士後期課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次 開設大学

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

(お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科生活工学共同専攻　博士後期課程)

基
礎
科
目
群

小計 (10科目） －

繊維素材分子論

繊維素材分子論演習

生活工学特別ゼミナールA

生活工学特別ゼミナールB

生活工学特別講義A(発展）

生活工学特別講義B(発展）

生活工学特別講義C(発展）

生活工学特別講義D(発展）

研究者倫理（発展）

技術者倫理（発展）

－

ライフサイクルアセスメント

ライフサイクルアセスメント演習

建築計画論

建築計画論演習

建築環境論

建築環境論演習

建築設計学

建築設計学演習

生活支援工学

生活支援工学演習

生活環境史特論

生活環境史演習

生活工学デザインワーク
ショップ（LIDEE実践）

生活工学３Dデジタルデザイン演習

 工学関係、家政関係

インターンシッププロジェクトA

インターンシッププロジェクトB

生活工学特別研究（博士）

生活工学研究プロジェクトA

生活工学研究プロジェクトB

生活工学研究プレゼンテーションA

生活工学研究プレゼンテーションB

専
門
科
目
群

 博士（生活工学、工学、学術) 学位又は学科の分野

衣工学

衣工学演習

人間情報学演習

実世界計算機論

実世界計算機論演習

生体材料物性

生体材料物性演習

環境材料機能学

環境材料機能学演習

人間情報学

知能情報処理論

知能情報処理論演習

五感情報処理論

五感情報処理論演習

専
門
応
用
科
目
群

繊維構造解析論

繊維構造解析論演習

環境生理心理論

居住空間構成計画論

居住空間構成計画論演習

環境衛生工学特論

環境衛生工学演習

環境生理心理論演習

建築材料性能特論

建築材料性能演習

小計（38科目）

小計（8科目） －

合計（　　57　科目） －

学位又は称号

5



２学期

１５週

共同開講 10 (1) ９０分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 開設大学 開設単位数（必修）

　3年以上在学し、所定の単位を修得し、かつ、必要な研究

指導を受けた上、本学大学院の行う博士論文についての研究

の成果の審査及び最終試験に合格しなければならない。

　各科目群からそれぞれ2単位以上履修し、合計20単位以上

履修すること。

　研究者倫理（発展）,技術者倫理（発展）,知的財産論（発

展）については1年次で履修することが望ましい。相手大学

の開講科目を専門科目群もしくは専門応用科目群より2単位

以上履修すること。

　教育・研究上有益と認められるときは、学籍を置く大学及

び他方の大学の他専攻の授業を履修することが出来る。この

うち４単位までを本共同専攻での履修単位として認定する。

　履修科目は、指導教員の指導を受けた上で決定する。

奈良女子大学 48（1）

授業期間等

１学年の学期区分

１学期の授業期間

１時限の授業時間

お茶の水女子大学 56（1）

6



別記様式第２号（その２の１） 奈良女子大学北魚屋地区

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 5 1 2 1

1･2前 1 ○ 2 兼3 オムニバス・隔年

1･2後 1 ○ 2 兼3 オムニバス・隔年

1前 1 ○ 2

知的財産論（発展）A 1前 1 ○ 兼1

－ 1 5 0 5 1 2 1 0 兼7

1･2･3前 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 1

1･2･3前 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 1

1･2･3前 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 1

1･2･3前 2 ○ 1 集中

1･2･3後 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 1 集中

1･2･3前 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 1

1･2･3前 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 1

1･2･3前 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 1

1･2･3前 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 1

－ 0 36 0 5 1 2 1 0 -

1･2･3通 2 ○ 5 1 2 1 集中

1･2･3通 2 ○ 5 1 2 1 集中

1･2･3休 2 ○ 5 1 2 1 複数担当・休業中集中

－ 0 6 0 5 1 2 1 0 -

1～3 10 ○ 5 1 2 1 0 -

－ 11 47 0 5 1 2 1 0 兼7

備考

基
礎
科
目
群

生活工学特別ゼミナールA

生活工学特別講義A(発展）

生活工学特別講義C(発展）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 共 同 学 科 等 ）

（奈良女子大学大学院人間文化研究科生活工学共同専攻　博士後期課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

－

授業形態 専任教員等の配置

生体材料物性演習

人間情報学

技術者倫理（発展）

小計 (5科目）

知能情報処理論

知能情報処理論演習

五感情報処理論

五感情報処理論演習

環境生理心理論

環境生理心理論演習

建築材料性能特論

建築材料性能演習

居住空間構成計画論

小計（18科目） －
専

門

応

用

科

目

群

生活工学研究プロジェクトA

生活工学研究プレゼンテーションA

専
門
科
目
群

繊維素材分子論

繊維素材分子論演習

繊維構造解析論

繊維構造解析論演習

生体材料物性

人間情報学演習

居住空間構成計画論演習

生活工学特別研究（博士）

合計（　　27　科目） －

学位又は称号  博士（生活工学、工学、学術) 学位又は学科の分野  工学関係、家政関係

インターンシッププロジェクトA

小計（3科目） －

卒　業　要　件　及　び　履　修　方　法

　3年以上在学し、所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、本学大学
院の行う博士論文についての研究の成果の審査及び最終試験に合格しなければならな
い。
　各科目群からそれぞれ2単位以上履修し、合計20単位以上履修すること。
　研究者倫理（発展）,技術者倫理（発展）,知的財産論（発展）については1年次で履
修することが望ましい。相手大学の開講科目を専門科目群もしくは専門応用科目群より
2単位以上履修すること。
　教育・研究上有益と認められるときは、学籍を置く大学及び他方の大学の他専攻の授
業を履修することが出来る。このうち４単位までを本共同専攻での履修単位として認定
する。
　履修科目は、指導教員の指導を受けた上で決定する。

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

授業期間等

１学年の学期区分 ２学期
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別記様式第２号（その２の１） お茶の水女子大学大塚キャンパス

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 ○ 3 1 1 兼1

1･2前 1 ○ 2 1 兼1 オムニバス・隔年

1･2後 1 ○ 1 1 兼1 オムニバス・隔年

1前 1 ○ 兼1

知的財産論（発展）B 1後 1 ○ 兼1

－ 1 5 0 3 1 0 1 0 兼4

1･2･3後 2 ○ 1

1･2･3前 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 1

1･2･3前 2 ○ 1

1･2･3前 2 ○ 兼1

1･2･3後 2 ○ 兼1

1･2･3後 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 1 集中

1･2･3前 2 ○ 1

1･2･3前 2 ○ 1 集中

1･2･3前 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 1

1･2･3前 2 ○ 兼1

1･2･3後 2 ○ 兼1

1･2･3前 2 ○ 兼1

1･2･3後 2 ○ 兼1

1･2･3前 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 1 集中

1･2･3前 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 1

－ 0 40 0 3 1 0 1 0 兼2

1･2･3通 2 ○ 3 1 1 兼1 集中

1･2･3通 2 ○ 3 1 1 兼1 集中

1･2･3通 2 ○ 1 1 兼1 集中

1･2･3通 2 ○ 1 1 兼1 集中

1･2･3休 2 ○ 3 1 1 兼1 複数担当・休業中集中

－ 0 10 0 3 1 0 1 0 兼1

1～3 10 ○ 3 1 0 1 0 -

－ 11 55 0 3 1 0 1 0 兼4

備考

基
礎
科
目
群

生活工学特別ゼミナールB

生活工学特別講義B(発展）

生活工学特別講義D(発展）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 共 同 学 科 等 ）

(お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科生活工学共同専攻　博士後期課程)

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

－

授業形態 専任教員等の配置

環境材料機能学

環境材料機能学演習

衣工学

衣工学演習

研究者倫理（発展）

小計 (5科目）

生活支援工学演習

実世界計算機論

建築計画論演習

建築環境論

建築環境論演習

建築設計学

実世界計算機論演習

生活環境史特論

生活環境史演習

小計（20科目） －

専
門
応
用
科
目
群

生活工学研究プロジェクトB

生活工学研究プレゼンテーションB

専
門
科
目
群

建築設計学演習

生活支援工学

環境衛生工学特論

環境衛生工学演習

ライフサイクルアセスメント

ライフサイクルアセスメント演習

建築計画論

生活工学特別研究（博士）

合計（　　31　科目） －

学位又は称号  博士（生活工学、工学、学術) 学位又は学科の分野  工学関係、家政関係

生活工学デザインワーク
ショップ（LIDEE実践）

生活工学３Dデジタルデザイン演習

インターンシッププロジェクトB

小計（5科目） －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

　3年以上在学し、所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた

上、本学大学院の行う博士論文についての研究の成果の審査及び最終試験

に合格しなければならない。

　各科目群からそれぞれ2単位以上履修し、合計20単位以上履修すること。

　研究者倫理（発展）,技術者倫理（発展）,知的財産論（発展）について

は1年次で履修することが望ましい。相手大学の開講科目を専門科目群もし

くは専門応用科目群より2単位以上履修すること。

　教育・研究上有益と認められるときは、学籍を置く大学及び他方の大学

の他専攻の授業を履修することが出来る。このうち４単位までを本共同専

攻での履修単位として認定する。

　履修科目は、指導教員の指導を受けた上で決定する。

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

授業期間等

１学年の学期区分 ２学期
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科
目
区
分

開設
大学

授業科目の名称 講義等の内容 備考

基
礎
科
目
群

奈良女
子大学

生活工学概論A

生活工学に関わる工学及び家政学分野の学問領域の有機的
な統合をはかり、広い視野にたち、人間生活における諸問
題について概説する。
（オムニバス方式/全15回）
（全教員/１回）イントロダクション
（2 黒子弘道/１回）機能性繊維の機能性発現について高
分子科学の立場から講述し、日常生活との関わり方につい
て検討する。
（6 佐野奈緒子/１回）日常生活に活用されているナノテ
クノロジーに関して概説し、その応用及び生活への還元に
ついて検討する。
（9 橋本朋子/１回）繊維材料等と人・生体との関わりを
物性や構造の観点から検討する。
（2 黒子、6 佐野、9 橋本/１回）討論１
（3 才脇直樹/１回）ヒューマンインタフェースや各種セ
ンサ、その他情報技術の身近な活用事例について例示し、
日常生活と情報技術の関わりについて考える。
（8 佐藤克成/１回）人間の知覚特性に基づき、生活を支
援する五感情報の呈示技術について検討する。
（5 吉田哲也/１回）人間や生活環境などに対するデータ
の解析について検討する。
（3 才脇、5 吉田、8 佐藤/１回）討論2
（1 久保博子/１回）日常生活下での熱・光・音の物理環
境と空気環境などの人体影響について検討する。
（7 工藤瑠美/１回）住環境における安全性・快適性につ
いて講述し、よりよい住生活について検討する。
（4 藤田盟児/１回）人間にとってデザインとアートがも
つ意義について講述し、よりよい住生活のための環境づく
りについて検討する。
（1 久保、7 工藤、4 藤田/１回）討論3
（全教員/２回）全体を通した討論とまとめ

オムニバス
方式

基
礎
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活工学概論B

工学技術の発展における生活工学の流れ・意義を理解する
とともに、生活工学の各分野における諸課題を概観する。
（オムニバス方式/全15回）
（全教員/１回）イントロダクション
（18 太田裕治／１回）生活支援技術としての医用福祉工
学の役割について講義する。
（25 椎尾一郎/１回）ユビキタス・コンピューティングの
発展と生活工学の関わりについて講義する。
（22 近藤恵／１回）人類科学と生活工学の関わりについ
て講義する。
（20 大瀧雅寛／１回）生活に水は必須である。水環境工
学と生活工学の関わりについて講義する。
（24 中久保豊彦／１回）持続可能社会の実現の為に環境
評価学が果たすべき役割について講義する。
（20 大瀧，18 太田，24 中久保/１回）討論１

（26 元岡展久／１回）人々の生活活動の基盤となる環境

を実現するための建築環境学の重要性について講義する。

（21 長澤夏子／１回）建築計画学が生活工学において果

たすべき役割について講義する。

（26 元岡，18 太田，21 長澤/１回）討論２

（19 仲西正／１回）生活科学の観点から，高分子工学と

生活工学の関わりについて講義する。

（27 雨宮／１回）衣服科学のこれまでの研究状況と将来

展望について概観する。

（19 仲西，18 太田，27 雨宮/１回）討論３

（18 太田，26 元岡/１回）生活工学におけるイノベー

ションワークショップの意義について講義する。

（全教員/1回）まとめ

オムニバス
方式

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の２）

授 業 科 目 の 概 要 （ 共 同 学 科 等 ）

（奈良女子大学大学院人間文化研究科生活工学共同専攻　博士前期課程）
（お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科生活工学共同専攻　博士前期課程）
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基
礎
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活工学応用数
学

生活工学分野において重要となる数学的手法に関して講義
する。最適化手法、数値計算手法（数値微積分・微分方程
式）、データ補間法、変分法、線形計画法、実験計画法な
どについて講義する。

基
礎
科
目
群

奈良女
子大学

生活工学物理化
学A

生活工学分野において、重要となる物理化学事項について
講義する。熱力学と反応速度論より、特に研究を進める上
で必須の事項に絞り、講義を行う。

隔年

基
礎
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活工学物理化
学B

生活工学分野において、重要となる物理化学事項について
講義する。熱力学と反応速度論より、特に研究を進める上
で必須の事項に絞り、講義を行う。

隔年

基
礎
科
目
群

奈良女
子大学

生活工学計測論
（センサ工学）

人間や環境の状態を知り、また、それに応じた知的な振る
舞いを生成するためには、各種センサによる情報の計測と
分析が必須である。本講義では、異分野出身者や初心者
が、計測機器の仕組み、使い方からデータ取得・分析まで
の基礎を、短期間で効率よく身に付けることができる。

（3 才脇直樹/3回）本講義の構成、各種センサの仕組みや
構造
（5 吉田哲也/2回）センサから得られた信号の情報処理
（8 佐藤克成/3回）各種計測システムによる実例学習

オムニバス
方式・隔
年・集中

基
礎
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活工学計測論
（電子工学）

生活工学分野において必要となる、電子工学的事項を講義
する。電気工学の基礎、電子デバイス、電子回路の考え
方、アナログ回路、デジタル回路、過渡応答、周波数応答
などについて講義する。

隔年

基
礎
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活工学計測論
（制御工学）

生活工学分野において必要となる制御工学的事項に関して
講義する。ラプラス変換法、伝達関数法、古典制御と現代
制御などについて講義する。

隔年

基
礎
科
目
群

奈良女
子大学

生活工学計測論
（生活空間）

日常の生活空間は、環境と人間の相互関係により形成され
ている。生活空間の質は我々の生活の質を左右する。生活
空間での環境や空間、人間行動、人間の反応など様々な計
測方法について概説し検討する。
（全教員/１回）イントロダクション
（1 久保博子／2回）
生活者の日常生活行動下での光、音、熱、空気などの環
境、生活行為、生活者の生体反応の計測を行うことによ
り、明かになることに関して理解し、サスティナブルデザ
インやセイフティーデザインに関する研究のための手法を
検討する。
（7 工藤瑠美／2回）
高齢者や障がい者などの心身特性について講述するととも
に、心身特性を応用した建築部位・部材の性能評価方法に
関する知識を習得する。
（4 藤田盟児／2回）
住宅の内外部や公共空間、街路景観などについて講述し、
そうした生活空間を記録して分析し、問題解決を図るため
に必要な生活空間の計測と図面化に必要なさまざまな知識
を習得する。
（全教員/１回）まとめ

オムニバス
方式・隔年

基
礎
科
目
群

奈良女
子大学

生活工学材料解
析論

素材の性能・性質はその分子構造に起因する部分が極めて

大きい。このため、生活の中で快適に使用するためには詳

細な分子構造を知る必要がある。このため、固体ＮＭＲ、

ラマンマイクロスコープ、走査型電子顕微鏡（SEM）等の

原理及び得られたデータの解析方法を学ぶ。

（2 黒子弘道/3回）本講義の構成、固体ＮＭＲの原理及び

構造解析方法

（6 佐野奈緒子/2回）ラマンマイクロスコープの原理及び

構造解析方法

（9 橋本朋子/2回）走査型電子顕微鏡の原理及び画像解析

（全教員/１回）まとめ

オムニバス
方式・隔年

2



基
礎
科
目
群

奈良女
子大学

生活工学特別講
義A

生活工学に関わる幅広い周辺領域の研究テーマについて、
大学や企業等の第一線で活躍してる方々から直接話を伺っ
て理解を深める。また、生活工学的な観点から新たな課題
を発見し、研究として取り組む能力を身につける。（オム
ニバス方式/全8回）
（17 佐藤宏介/１回）情報考古学や日常生活におけるセン
シング等の先端技術を紹介する。
（12 石丸園子/１回）繊維メーカにおける各種快適性研究
や関連技術を紹介しつつ、メーカの女性研究者という職業
についても理解を深める。
（1 久保博子/１回）住環境や健康の計測・評価等の技術
について、ゲストスピーカーを交えて紹介する。
（3 才脇直樹/１回）微生物による環境評価の技法につい
て、ゲストスピーカーを交えて紹介する。
（13 坂巻匡彦/１回）電子楽器を例に、インタフェース設
計やインタラクション・デザインの基礎について学ぶ。
（14 Julia Cassim（平成29年度まで）・3 才脇直樹（平
成30年度以降）/１回）インクルーシブ・デザインの基礎
を理解し、老人や障害者等を含めた誰でも使いやすいデザ
インの設計方法について学ぶ。
（15 杉山幸正/１回）ブライダル企業を例に、実際の起業
や会社の運営に関する実践的知識を教授する。
（16 本田麻由美/１回）ガンや認知症、関連する行政政策
など日常生活における健康と福祉の問題について理解を深
めるとともに、新聞社における女性記者の職務についても
学ぶ。

オムニバス
方式

基
礎
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活工学特別講
義B

生活工学に関わる最新の話題に関し、担当教員が講義する
とともに、大学や企業、研究機関等の研究者等による研究
事例紹介を行う。各教員の研究分野において、大学や企
業、研究機関にて行われている生活工学分野の研究内容を
理解する。また、それぞれの分野における生活工学的な課
題を解決する研究手法を学ぶ。（オムニバス方式/全8回）
（全教員/1回）イントロダクションおよびガイダンス
（18 太田，22 近藤，25 椎尾/1回）人間工学分野におけ
る研究事例紹介
（20 大瀧/1回）環境工学分野における研究事例紹介
（24 中久保/1回）環境評価分野における研究事例紹介
（26 元岡/1回）建築設計分野における研究事例紹介
（21 長澤/1回）建築計画分野における研究事例紹介
（23 小﨑/1回）建築環境分野における研究事例紹介
（19 仲西，27 雨宮/1回）材料分野における研究事例紹介

オムニバス
方式

基
礎
科
目
群

お茶の
水女子
大学

研究者倫理

専門的な知識や技能と同様に、倫理は専門職としての研究
者にとって不可欠な基盤の一つである。本講義では、具体
的な事例を交えながら、研究者として研究活動を行う上で
必要な研究者倫理の基礎を学ぶ。研究者倫理を担う一人の
研究者として主体的に倫理に取り組むための土台作りをす
ることが本講義の目標である。

基
礎
科
目
群

奈良女
子大学

技術者倫理

技術は人類の生活を豊かにしてきた反面、社会に大きな影
響を与えるようになった。技術開発に携わる者は高度な専
門的知識だけでなく、高い責任感と倫理観をもって仕事に
取り組む必要がある。科学技術や産業に関係する法律を学
び、環境問題、エネルギー問題、品質問題、安全問題など
に対して技術がかかわる種々の課題を認識し、技術が社会
と密接に関係していることを理解し、将来技術に携わる者
としてしっかりした善悪の基準（倫理）を持って行動でき
るようになる必要がある。
専門化とグローバル化が進む現代において、これからの技
術者のあり方と基本として持つべき技術倫理観を涵養す
る。
(3 才脇直樹/4回) ガイダンスおよび技術者と倫理、製造
物責任、安全について講述する。
(2 黒子弘道/4回)　リスク評価と危機管理、環境・資源問
題の講述と事例学習、まとめ
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基
礎
科
目
群

奈良女
子大学

知的財産論A

特許、実用新案、意匠、商標、著作権の制度について講義
を行う。主に特許制度について基礎的な解説を行い、その
他の制度についても概要を述べる。企業や大学、研究機関
等の知的財産を担当した場合に、取得すべき権利の選択
等、知的財産を活用できるための基本的な制度理解を得る
ことを目標とする。

基
礎
科
目
群

お茶の
水女子
大学

知的財産論B

知的財産のマネジメントはイノベーション創出に欠かすこ
とができない。知的財産権の制度概要とそれの産業発展や
技術開発における意義、また生活工学諸分野の研究推進と
の関連について概説する。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

繊維構造論

繊維はほとんど全て高分子材料であり、繊維材料の性質
は、高分子中の結晶、非晶ならびにその中間領域の構造に
大きく依存する。高分子・繊維の構造について概説し、固
体高分解能NMRにより求まる化学シフトならびに緩和時間
の変化の情報をもとに、高分子・繊維の構造と物性との関
連について講述する。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

繊維構造論演習

繊維・高分子材料の構造に関連する内外の研究論文を講読
し、その内容について議論、討論を行い、より深く高分子
材料の構造を理解する。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

繊維表面分析論

現代生活において、多種に渡る種類の繊維が存在し活用さ
れている。より繊維を理解するために、繊維表面の微細形
状、官能基の分布状態等について物理的及び化学構造論の
立場から講述する。繊維表面の特性等の繊維表面の状態を
検討、考察した上で代表的な繊維の表面を評価できる様々
な分析手法の原理を学び、汎用繊維から機能性繊維に対し
て表面に関するための最適手法について検討する。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

繊維表面分析論
演習

繊維素材に関して表面分析法を扱った近年の文献を講読
し、その繊維表面構造と機能について理解を深め、その新
規性や有用性及び発展性に関して討論する。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

衣環境材料学

私たちの衣環境を支える繊維材料は、合成由来・天然由来

に大別され、それぞれの分子レベルでの物性・特性が、各

繊維材料の力学物性、熱特性、染色性、分解挙動、生体と

の相互作用などの物性・特性を決定付ける。生活をとりま

く様々な合成由来・天然由来の繊維材料の分子レベルの物

性・特性について概説し、近年の機能性繊維材料の紹介を

交えながらそれぞれの分子レベルでの諸物性と各繊維材料

の生活における用途とを関連付けて講述する。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

衣環境材料学演
習

衣環境に関連するナノファイバー、導電性繊維、生分解性
繊維・医療用繊維状材料、介護用繊維材料、バイオマスを

利用した新規天然由来材料などの新規繊維材料の開発に関

する学術論文、また各材料の物性評価・機能評価に関する

学術論文が日々数多く発表されている。これら近年の衣環

境関連材料に関する学術論文を講読する。各分野の背景・

現状を把握した上で、各繊維材料の新規性、有用性や発展

性、また新たに解明された繊維物性や機能について客観的

に評価し討論することで、理解を深める。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

衣住機能材料特
論

生活に関わる材料の基礎的な性質に関して概説する。有機

材料，金属材料，セラミック材料などについて、それぞれ

の材料に特徴的な性質を説明する。また、材料の環境に与

える影響を、製造，リサイクル，エネルギーの観点から考

察した後に、燃料電池，分離機能材料，生分解性材料な

ど、環境調和を意識した新しい材料の化学をトピック的に

見ていく。
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専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

衣住機能材料演
習

衣住分野の機能材料、特に高分子からなる機能材料につい
て、物理化学的視点から機能発現メカニズムを考察する。
特に、機能と構造の関係、機能と高分子-低分子間相互作
用などに関して検討を行う。高分子中の低分子の拡散と収
着、高分子中の水の状態、高分子ゲルの外部刺激に対する
収縮と膨潤、イオンと水和などの基礎的事項を説明した
後、具体的な機能材料、たとえば、高吸水性高分子などに
ついて考える。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

衣環境学特論

衣服の着心地に大きく影響する衣環境に関して論じる。衣
服内の温湿度と快適感、衣服材料の吸湿性、保温性、通気
性などの性質と衣環境との関連、人間の発汗や体温維持な
どの温熱生理学、快適性評価などについて説明する。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

衣環境学演習

衣服を構成する材料である、繊維、糸、布の備えるべき性
質について概説するとともに、最新のトピックに触れる。
主に、衣服材料の構造と、力学的性質及び熱・水分の移動
特性などとの関係について考察する。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

生活メディア情
報論

日常生活において我々は、音楽・音響や映像、振動などか
ら成るマルチモーダルな情報に接すると同時に、自らも
様々な情報を発している。本講義では、こうした生活の中
で日々接するメディア情報の計測・分析や生成及び、情報
環境のデザインやシステム設計の概略について、実例に基
づいて理解を深める。
　具体的には、音楽情報処理や映像情報処理、モーション
キャプチャや筋音楽情報処理や映像情報処理、モーション
キャプチャや筋電図・脳波といった生体情報処理、あるい
は生活環境に関する情報処理等に共通する計測・分析・生
成技術を基盤として、ヒューマンインタフェースの観点か
ら、電子ガジェットやウェアラブルなシステム、エンター
テインメント・コンピューティング、健康管理、情報化農
業に至る生活産業の情報メディア技術について概観する。
さらに、受講者自身が興味を持っている対象技術につい
て、調査・発表・討論も行うインタラクティブな講義であ
る。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

生活メディア情
報論演習

 生活メディア情報論で学ぶ様々な生活情報処理技術につ
いて理解を深めるために、実際の各種電子デバイスや計測
装置、ソフトウェア等を使って、自主的にシステムやコン
テンツの製作に取り組むPBL型の総合演習である。
　受講希望者は、事前に取り組みたい内容（生体・環境計
測、インタラクティブ・アート、ウェアラブル・システ
ム、音楽情報処理他各自の希望による）について担当教員
に相談すること。

集中

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

データ解析論

人間や生活環境などに対するデータを有効に活用する際に
必要となる、データ解析の様々な手法について学ぶ。統計
的な考え方や線形代数を復習し、人間や生活環境などに対
する多次元データを解析するための回帰分析や判別分析、
主成分分析など、線型モデルに基づくデータ解析手法を学
ぶ。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

データ解析論演
習

データ解析論で学んだ手法を、人間や生活環境などに対す
るデータに適用し処理することを通じて、自らの研究手
法、評価方法について検討し、ディスカッションする。

不定期

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

衣環境情報処理
論

快適な衣生活の実現には、アパレルCADや布地の物性評
価、人の感性評価が必要となっている。本講義では、それ
らに関連した基礎的な情報技術を講義する。具体的には、
コンピュータグラフィクスや画像処理の技術、布の物性評
価方法、心理物理学や感性工学を用いた人の知覚・認知の
評価方法を紹介する。
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専
門
科
目
群

奈良女
子大学

衣環境情報処理
論演習

快適な衣生活の実現には、アパレルCADや布地の物性評
価、人の感性評価が必要となっている。本講義では、それ
らに関連した基礎的な情報技術を、実体験を通して学ぶ。
コンピュータグラフィクスの作成や画像処理を実行する。
また、布の物性評価、心理物理学や感性工学を用いた人の
知覚・認知の評価実験を計画・実施する。

集中

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活医用福祉工
学

近年の科学技術の進歩は医療や福祉の質の向上に大きく貢
献してきた。本講義では医療や福祉分野で用いられる工学
技術について理解を深めることを目的とし、各種の医療デ
バイス・機器システムについて講義する。とくに、医療・
福祉サービスを受ける側の立場から、生活者のQOLを向上
させるための技術的課題について講義する。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活生体工学

医療や福祉の現場では様々なデバイスやシステムが利用さ

れている。それらの機器の原理を理解するために、生体の

各種特性について講義する。具体的には、生体の電気的特

性，磁気的特性，機械的特性，熱的特性，光学的特性など

につき講義する。加えて、人体からの情報収集方法とし

て、人体にエネルギーを与えることなく生体情報を収集・

計測する技術、人体にエネルギーを与えることで、生体情

報を収集・計測する技術につき講義する。エネルギーの移

動は侵襲性に結びつく。生活上の不便さを低減させQOLを

向上させるためには、侵襲性を低く保つことが必須である

ことを理解する。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

ヒューマン・コ
ンピュータ・イ
ンタラクション
(HCI)

コンピュータとコンピュータソフトウェアは複雑な構造と
多様な機能を持つ人工物であり、これを使いやすくするこ
とは、計算機工学の重要な課題の一つであった。グラフィ
カルユーザインタフェース(GUI)の発明により、コン
ピュータは誰にでも使える機械となりつつある。本講義で
は、人の身体的・心理的特性、インタフェースのためのコ
ンュータハードウェア・ソフトウェアを知り、生活空間で
誰でもが利用する未来のコンピュータのあり方を探る。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

ヒューマン・コ
ンピュータ・イ
ンタラクション
(HCI)演習

コンピュータ技術が一般化した現在、ありふれた日用品と
してのコンピュータ利用がすすんでいる。このようなユビ
キタスなコンピューティングは、従来の生産活動・経済活
動の場だけでなく、人々の日常生活に浸透しつつある。本
講義では、生活の中で日用品として利用するコンピュータ
の応用とユーザインタフェースを考え、またそれを実現す
るためのハードウェア、センサ、ネットワーク、ソフト
ウェア技術について学ぶ。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

環境人間工学特
論

人間生活は、周囲の生活環境から影響を受けるとともに、
様々な生活環境を改善し続けており、生活環境と人間の相
互作用の上に成り立っている。生活環境の及ぼす人間への
影響について、生理学的、心理学的、行動学的な計測がな
されており、それらについて人間工学的視点で検討を行
う。特に、研究成果が生活の中でどの様に生かされている
か、生活空間や生活機器等等のデザインへの応用を考察
し、生活工学的能力を養成する。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

環境人間工学演
習

生活環境の人間生活への影響に関する実験やフィールド調
査等の方法及び、人体への生理的、心理的、行動的影響を
測定する手法及びその結果の評価方法について論文輪読に
より検討する。さらに、住生活環境や人間生活に関する
様々な評価手法を使って、サスティナブルデザインやセイ
フティーデザインに関する研究がされているか検討する。
これにより、人間生活上でいのちを守り、環境への負荷を
抑えた持続可能な社会形成のための基礎能力を養う。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

安全住工学

生活空間を構成する建築部位・部材と人間の身体的特性、
心理的特性との関係について講述する。特に安全性の観点
から、建築部位・部材に要求される性能及びその評価方法
について理解するとともに、高齢者や障害者だけでなく子
供を含めた幅広い層の人たちの心身特性や生活実態を把握
し、安全な生活空間を提供するために必要な知識を習得す
る。
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専
門
科
目
群

奈良女
子大学

安全住工学演習

安全性に関する建築部位・部材の性能評価にもとづき、物
理量の測定やその測定結果を用いた評価方法を実践させ、
建築部位・部材の設計・選定に応用できる知識を習得す
る。さらに、安全性の観点から、使用者の視点に立って身
の回りの建築部位・部材の問題点を抽出し、習得した知識
をもとに改善策を提案する能力を養う。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

居住空間再生論

持続可能な地域社会の発展を考える上で、既存の居住環境
の再生は必須の要件であり、実際、世界各地で歴史的建造
物・町並みや既成市街地において、実践的な事例が見られ
る。この科目では、住宅から都市環境にいたる様々なス
ケールの居住環境の再生にあたって、居住環境の歴史的形
成、維持管理における人間と自然との関係性、再生計画と
その実際について講述する。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

居住空間再生論
演習

奈良及び周辺地域をフィールドに、歴史的建造物・町並み
及び一般的な既成市街地の再生について、自治体・地域の
住民・専門家と連携しながら、具体的な調査・再評価と課
題抽出・再生計画作成を行い、居住環境再生に関わる実践
的な能力を習得させる。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

建築意匠特論

建築を創造するという行為は、設計という実践と思考の飽
くなき繰り返しであり、美の結晶は、実践と思考の相互作
用の類希なる成果である。そこで、傑作といわれる建築が
創造された過程を、実践と思考の相互作用としてとらえ、
具体的な実作と設計理論の双方から、分析、評価すること
を講義する。さらにその成果から、どのように建築物を設
計すべきかという創作論に発展させ、実践的な設計演習や
実例調査を行いつつ、設計理論の思考にもとづく実践的な
設計技術を学ぶ。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

空間デザイン演
習

建築設計の基礎知識と技能を踏まえ、さらに高度な建築設
計の方法を学ぶ。住宅や公共施設など、中小規模の建造物
を対象としてその設計のプロセスを講義する。また、具体
的な建築計画の実習課題を通じて、建築設計実務に関わる
教員による指導をうける。素材や構造、設備や機能など、
建築を取り巻く諸条件を把握し、建築の構想を具体化する
プロセスを学び、高度なプレゼンテーション図面及び模型
の作成方法を修得する。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

建築環境計画特
論

建築と環境の計画手法について、その成り立ちから現在に
至るまでの経緯、そして現在での主要な課題（戸建て住
宅，集合住宅，教育施設等）について、様々なスケールや
用途から講義する。講義前半では、建築と環境の計画手法
に関して概観を行い、全体を把握する。その後各論につい
て掘り下げて解説する。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

施設デザイン演
習

建築設計の基礎知識と技能を踏まえ、さらに高度な建築設
計の方法を学ぶ。医療福祉施設など公共施設、都市再生な
ど大規模開発、といった具体的な計画を通じて、設計の実
務的能力、技術を演習形式で身に付ける。設備や機能、都
市環境といった施設を取り巻く諸条件を把握するのみなら
ず、多様なユーザの視点を念頭において、総合的な観点か
ら設計を試みる。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

居住空間環境学
特論

居住空間の環境要素の把握方法及び建築設備との関連等を
習得する。具体的には，音（聴覚）、色（視覚）、温熱環
境について、人間の知覚や認知、行動を中心に実験や調査
を行う方法、また、それらを建築の計画へ展開する手法を
学ぶ。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

環境デザイン演
習

快適性の実現とともに環境共生や多様性という観点から、
建築環境に求められる条件は複雑になってきている。本演
習では、生活環境における人間の知覚、認知にもとづき、
環境設計の基礎となる考え方、環境の評価の仕方について
習得する。室内環境や都市環境の何に注目し、いかにデー
タを収集し、それをどのように分析評価するかについて、
演習課題を通じて学ぶ。環境の評価方法及び分析手法に対
する理解を深める。

7



専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

環境工学特論

水処理技術、大気環境保全技術に関して最新情報を含めて
講義する。両技術に関して基礎知識から最新情報までを理
解し、説明できる能力を身に付ける。それぞれの技術につ
いては、わが国で実施されている事例について解説し、そ
の特徴及び問題点などを明確にしていく。また海外事例な
ども紹介し、日本の事例と比較しながら処理技術の適用性
などについても深く学ぶ。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

環境工学演習

環境測定、処理技術に関する実験を計画し、遂行する能力
を習得する。具体的には、水処理技術、大気環境保全技術
に関する実験を独自に立案しその計画を立てる。その立案
過程において、環境工学に関する基礎的知識を実用的なも
のとして身に付ける。河川調査や大気測定調査などについ
て、限られた時間内で行える実験計画を立てることが重要
となる。

集中

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

環境評価学特論

環境評価手法、特にリスク評価や廃棄物計画に関して基本
的知識から最新情報までを理解し、説明できる能力を習得
する。国内外で実施されている事例について解説し、その
特徴及び問題点などを明確にしていく。ケーススタディー
例を紹介し、事例間での比較を行いながら環境評価の適用
性などについても深く学ぶ。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

環境評価学演習

リスク評価及び廃棄物計画について、ケーススタディーを
通じて実践し理解する。コンピュータを用いた数値解法や
シミュレーションを演習形式にて学ぶことにより、リスク
評価及び廃棄物管理を実際に行う技術を身に付ける。さら
にそれらに関するケーススタディーを独自に立案し、リス
ク評価等を実践する。その過程において実用的な知識とし
て身に付くと考える。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

人体計測学特論

人体から引き出し得る情報には、どのようなものがあり、

どのようにして調べるかについて、多様な研究例を採り上

げ、方法論及び結論の解釈のしかたについて学ぶ。具体的

には、生体の寸法計測・３Ｄ形状計測・可動域計測などに

より、人間工学に利用される基本データの取得法やデータ

処理法を学ぶ。さらに応用例を数多く採り上げ、生活の中

で利用する工業製品にどのように活かされているかを知る

ことにより、さらなる応用発展のヒントを得ることを目指

す。また、生体の計測情報にとどまらず、人体に潜む様々

な情報について広く知ることにより、情報を得るべく分析

機器の開発につながる知識を得ることや、その他未知の応

用分野を開拓することも目指していく。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

人体計測学演習

人体から得られるデータは基本情報であり、様々な分野で
活用・発展させられるべきものである。人体から引き出し
得る情報を用い、どのような分野へ応用できるかについ
て、より実践的に学ぶ。既存の応用例について、学生がレ
ポートするとともに、実際に基本的なデータ取得法を体験
し、それらのデータがどのように利用され得るかについて
考える。さらに、生活の中で利用されている製品の中で、
ひとつテーマを挙げ、それを作製するためにはどのような
人体情報が必要であるかについて考え、実際の製品に十分
活かされているであろう情報やまだ不十分な情報について
検討する。また、人体情報を将来的に活かせる可能性のあ

るテーマを幅広く見つけ、どのように発展させ得るか、討

論する。

専
門
応
用
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活工学デザイ
ンワークショッ
プ（LIDEE)

現在、「デザイン」は物理的な造型行為を超え、技術や社

会、生活を含めたイノベーションの核として位置づけられ

ている。ここでは問題解決型の創造的プロセス教育とし

て、社会や生活に対し、新しい価値の創造を目指す。文理

融合・問題解決型の演習を行う。 学生は演習課題に取り

組みながら、科学技術に関する知識を活用し、人間の行動

や生活を中心とした(Human Centered)ライフ・イノベー

ションの創造プロセスを学ぶ。

複数担当・
集中
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専
門
応
用
科
目
群

奈良女
子大学

Project Based 
Learning（持続
可能性デザイ
ン）A

奈良女子大学、お茶の水女子大学の共同専攻担当の全教員

が担当者となり、学生に「生活環境における持続可能性の

デザイン」に関わるイノベーション関した課題発案をさ

せ、その問題解決に必要な専門知識を持つ複数の教員を決

めて指導を受けることにより問題解決手法を検討し、実践

する。主に奈良女子大学の設備・施設を用いて、奈良女子

大学の関連分野（高分子構造学、繊維表面分析学、衣環境

材料学、被服に関するコンピューターグラフィックスや

バーチャルリアリティ、衣環境情報処理、ウェアラブルコ

ンピューティングや人間情報学、大規模データ解析、居住

空間環境学、建築史学、安全住工学）などの課題を中心に

演習をおこなう。

隔年・集中

専
門
応
用
科
目
群

お茶の
水女子
大学

Project Based 
Learning（持続
可能性デザイ
ン）B

奈良女子大学、お茶の水女子大学の共同専攻担当の全教員

が担当者となり、学生に「生活環境における持続可能性の

デザイン」に関わるイノベーション関した課題発案をさ

せ、その問題解決に必要な専門知識を持つ複数の教員を決

めて指導を受けることにより問題解決手法を検討し、実践

する。主にお茶の水女子大学の設備・施設を用いて、お茶

の水大学関連分野（素材、ユビキタスコンピューティン

グ、居住建築学、水環境工学、福祉工学、ユニバーサルデ

ザイン）などの課題を中心に演習をおこなう。

隔年・集中

専
門
応
用
科
目
群

奈良女
子大学

Project Based 
Learning（いの
ちを守るデザイ
ン）A

奈良女子大学、お茶の水女子大学の共同専攻担当の全教員
が担当者となり、学生に「生活環境におけるいのちを守る
デザイン」イノベーションに関した課題発案をさせ、その
問題解決に必要な専門知識を持つ複数の教員を決めて指導
を受けることにより問題解決手法を検討し、実践する。主
に奈良女子大学の設備・施設を用いて、奈良女子大学関連
課題（高分子構造学、繊維表面分析学、衣環境材料学、被
服に関するコンピューターグラフィックスやバーチャルリ
アリティ、衣環境情報処理、ウェアラブルコンピューティ
ングや人間情報学、大規模データ解析、居住空間環境学、
建築史学、安全住工学）などの課題を中心に演習をおこな
う。

隔年・集中

専
門
応
用
科
目
群

お茶の
水女子
大学

Project Based 
Learning（いの
ちを守るデザイ
ン）B

奈良女子大学、お茶の水女子大学の共同専攻担当の全教員

が担当者となり、学生に「生活環境におけるいのちを守る

デザイン」イノベーションに関した課題発案をさせ、その

問題解決に必要な専門知識を持つ複数の教員を決めて指導

を受けることにより問題解決手法を検討し、実践する。主

にお茶の水女子大学の設備・施設を用いて、お茶の水大学

関連分野（素材、ユビキタスコンピューティング、居住建

築学、水環境工学、福祉工学、ユニバーサルデザイン）な

どの課題を中心に演習をおこなう。

隔年・集中

専
門
応
用
科
目
群

奈良女
子大学

生活工学共同創
発演習（基礎）
A

学生が輪番で自身の研究を発表し、さらに学生同士で討論
することで、それぞれの研究内容に対する理解を深めると
共に、新しい研究コラボレーションの発展へ繋げる。主に
奈良女子大学の設備・施設を用いて、関連課題について討
論する。

（全教員）異分野コラボレーションによる生活工学研究を
実施するためには、自身の研究だけでなく、専攻内の他研
究室の研究内容に対する理解が求められる。本講義では、
学生が輪番で自身の研究進捗や関連研究を発表し、さらに
発表内容に対して学生同士で討論する。これらを通して、
それぞれの研究内容に対する理解を深めると共に、新しい
研究コラボレーションやイノベーションへの発展へ繋げ
る。

複数担当・
集中

専
門
応
用
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活工学共同創
発演習（基礎）
B

生活工学の実践、すなわち、現実課題の解決のためには異

分野とのコラボレーションの視点が重要となる。本講義で

は演習形式を通じて、自身の研究進捗や関連研究を輪番発

表するとともに、発表内容に対し、コラボレーションの視

点から、学生・教員間で討論する。これらを通して、各自

の研究内容に対する理解を深めると共に、新しい研究コラ

ボレーションの提案やイノベーションへの発展に繋げる。

主にお茶の水女子大学の設備・施設を用いて、関連課題に

ついて討論する。

複数担当・
集中
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専
門
応
用
科
目
群

奈良女
子大学

生活工学共同創
発演習（発展）
A

学生は輪番による発表討論に加え、討論の司会進行を務め

るなどより能動的に議論に参加し、新しい研究コラボレー

ションを積極的に提案していく。主に奈良女子大学の設

備・施設を用いて、関連課題について討論する。

（全教員）生活工学共同創発演習（基礎）の発展として、

学生は輪番による発表討論だけでなく、討論の司会進行を

務める。より能動的に議論に参加し、新しい研究コラボ

レーションを積極的に提案していく。

複数担当・
集中

専
門
応
用
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活工学共同創
発演習（発展）
B

学生は輪番による発表討論に加え、討論の司会進行を務め

るなどより能動的に議論に参加し、新しい研究コラボレー

ションを積極的に提案していく。主にお茶の水女子大学の

設備・施設を用いて、関連課題について討論する。

（全教員）生活工学共同創発演習（基礎）の発展として、

学生は輪番による発表討論だけでなく、討論の司会進行を

務める。より能動的に議論に参加し、新しい研究コラボ

レーションを積極的に提案していく。

複数担当・
集中

専
門
応
用
科
目
群

奈良女
子大学

生活工学マテリ
アルワーク

受講者の発案により材料を選定し、解析の目的、想定され

る計測結果などを予め議論した上で、適切な測定法により

物性の解析を進め、得られた測定結果について分析を重ね

る。さらに、選定・解析した材料の生活工学における期待

される使途、またその可能性について議論する。

（2 黒子弘道、9 橋本朋子、6 佐野奈緒子）

第1回:材料の構造と物性の関係についての基礎知識を習得

する。

第2回～4回:受講者による材料の選定と測定方法の検討。

第5回～10回:測定及び解析。

第11回～15回:解析結果の検討及び発表。

隔年・集中

専
門
応
用
科
目
群

奈良女
子大学

生活空間特別演
習

生活空間での環境や空間、人間行動、人間の反応など様々
な計測方法について実践的知識を習得し、測定結果をどの
ように生活空間の計画に生かすか議論を重ねながら検討す
る実践的能力を養成する。
第1回（全教員）イントロダクション
第2～5回（1 久保博子）
生活者の日常生活行動下で周囲の熱環境等の物理環境計測
と、生活行為、生活者の生体反応の計測法について例えば
睡眠時を取り上げ、環境計測及び生理、心理、行動的反応
の計測を行う。
第6～9回（7 工藤瑠美）
体験装具により高齢者や障がい者などの心身特性について
理解し、運動機能や生体反応の測定・分析を行う。
第10～13回（4 藤田盟児）
物理環境計測や高齢者や障がい者の身体特性に基づいた居
環境改善案の策定のために必要な居住空間の実測・図化を
実習する。
第14回（1 久保、7 工藤、4 藤田）
計測データ、解析データ結果について、プレゼンテーショ
ンを行い、ディスカッションすることにより、より発展的
な思考を行う力を養う。
第15回（全教員）まとめ

隔年・集中

10



専
門
応
用
科
目
群

奈良女
子大学

生活メディア情
報処理演習

日常生活で使える様々なセンシング／インタラクティブ・
システムを、Arduinoのようなマイコンとブレッドボード
を用いた電子回路で簡単に製作し、制御（プログラミン
グ）することで各自の興味に応じた作品を構築・発表す
る。

ハードウェアの製作とソフトウェアのプログラミングをバ
ランスよく学習できる上に、システムの構築→日常生活
（アンビエント）情報のセンシング→データの分析や可視
化呈示という、生活工学の根幹をなす要素技術と計測デー
タ処理の流れを、上流から下流まで一貫して身に付けるこ
とができる。
（3 才脇直樹、5 吉田哲也、8 佐藤克成 ）
第1回：教材として用いるマイコン及び各種電子パーツ、
及びプログラミング基礎の説明
第2回～第6回：資料提示された各種センシング／インタラ
クティブ・システムの構築実習　
第7回〜第14回：教材を利用したオリジナル・システムの
開発実習
第15回：各自の作品プレゼンテーションと講評

隔年・集中

専
門
応
用
科
目
群

奈良女
子大学

生活工学公開展
示演習

一般の方を対象とした生活工学の技術展示会を企画・運営
する。研究成果を中高生や高齢者にもわかりやすく説明
し、機能を体験させ、その価値について話し合う、という
技術展示の一連の流れを実践する。これにより、研究成果
を世の中に普及させる方法や、社会が求める生活工学研究
のあるべき姿を学ぶ。

複数担当・
隔年・集中

専
門
応
用
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活工学モデリ
ング演習

生活上の各種課題に対し、モデリングシステムを活用する
ことで、具体的な「もの」としての解決方法を学修する。
具体的には、建築空間，家具，衣料，家電製品などを３D
設計・評価する。CADシステムからのデータ移行、実寸サ
イズでの映像表現の有効性などを会得するとともに、各種
加工機との組み合わせによる、３Dデジタルデザイン・
ファブリケーション環境を理解する。
（18 太田裕治，21 長澤夏子，26 元岡展久）
第1回：イントロダクション
第2回：3DCADの実践
第3回：モデリングとレンダリング
第4回：3Dプリンタの実践
第5回：レーザーカッターの実践
第6回：設計とモデリング
第7回：出力と加工
第8回：プレゼンテーション

複数担当・
集中

専
門
応
用
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活素材のデザ
イン

生活の中で人間が直接的に環境と接触する「素材」に着目
し、主として高分子・建築工学的視点から実際の事例に基
づき素材のデザインのされ方、そして今後の生活のあり方
を反映した素材のデザインの方向性を学ぶ。
第1回：人間と環境とのインターフェースとしての素材
（19 仲西／1回）
第2回：衣服素材のデザイン（19 仲西／2回）
第3回：消臭素材のデザイン（19 仲西／3回）
第4回：歩行環境と素材のデザイン（21 長澤／1回）
第5回：生活素材とユニバーサルデザイン（21 長澤／2
回）
第6回：高齢者の日常生活行為と素材のデザイン（19 仲西
／4回）
第7回：高齢者の日常生活空間と素材のデザイン（21 長澤
／3回）"
第８回：まとめ（19 仲西／5回）
（19 仲西/5回）インタフェースとしての素材，衣服・消
臭素材，高齢者用素材，まとめ
（21 長澤/3回）歩行と素材，ユニバーサルデザイン，高
齢者用素材

集中

専
門
応
用
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活工学イン
ターナショナル
ワークショップ

生活工学分野における海外の著名研究室を休業期間中に誘
致し、共同で教育研究を実施する。

休業中集中
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専
門
応
用
科
目
群

奈良女
子大学

生活工学イン
ターンシップA

生活工学関連の企業、団体等でのインターンシップを行

い、生活工学の研究成果の社会貢献や社会・生活への展開

について学ぶ。夏季などの休業期間におけるインターン

シップである。実習期間は最低２週間とする。主に奈良女

子大学の研究分野関連（素材、情報、建築・環境）施設で

実施する。

複数担当・
休業中集中

専
門
応
用
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活工学イン
ターンシップB

生活工学関連の企業、団体等でのインターンシップを行

い、生活工学の研究成果の社会貢献や社会・生活への展開

について学ぶ。夏季などの休業期間におけるインターン

シップである。実習期間は最低２週間とする。主にお茶の

水女子大学の研究分野関連の施設で実施する。

複数担当・
休業中集中

専
門
応
用
科
目
群

お茶の
水女子
大学/奈
良女子
大学

住環境学イン
ターンシップⅠ

建築資格取得のためのインターンシップである。建築士事

務所等に出向き、設計・工事監理の実務を体験しつつ、実

務訓練を行う。インターンシップ先は建築設計業務を行う

建築士事務所等とし、建築士から指導を受けるものとす

る。実際に派遣先企業においてインターンシップを行う時

間数は、計80時間とする。主に奈良女子大学の関連事業所

でのインターンシップとする。

複数担当・
休業中集中

専
門
応
用
科
目
群

お茶の
水女子
大学/奈
良女子
大学

住環境学イン
ターンシップⅡ

建築資格取得のためのインターンシップである。建築士事

務所等に出向き、設計・工事監理の実務を体験しつつ、実

務訓練を行う。インターンシップ先は建築設計業務を行う

建築士事務所等とし、建築士から指導を受けるものとす

る。実際に派遣先企業においてインターンシップを行う時

間数は、計80時間(2単位)とする。主にお茶の水女子大学

の研究分野関連の施設で実施する。

複数担当・
休業中集中

お茶の
水女子
大学/奈
良女子
大学

生活工学特別研
究（修士）

学生は指導教員と相談し、自らの研究テーマを決め、テー
マに関する関連論文の講読や学習、実験・測定・調査等を
行うことにより、研究の手法や解析、まとめ方などを学習
する。さらに、国内外の関連学会発表を行うための手法、
研究の纏め方を学習し、修士論文としてまとめ、提出・発
表する。
指導教員は、適切な講義・演習等の教授活動を通して、研
究が円滑に行われ、また成果を様々な形で社会に発信でき
るよう、指導と援助を行う。

（奈良女子大学）
（2 黒子弘道）繊維・高分子の構造と物性に関する研究指
導および論文作成指導を行う。
（6 佐野奈緒子）繊維表面の構造と化学状態に関する研究
指導および論文作成指導を行う。
（9 橋本朋子）生活の質「QOL」を向上させうる機能性材
料の合成・評価に関する研究指導及び、論文作成指導を行
う。
（3 才脇直樹）生活産業における情報メディア技術や
ヒューマンインタフェースに関する研究の実践、指導およ
び論文作成指導をおこなう。
（8 佐藤克成）快適な衣環境を実現するための、五感に関
する知覚特性解明とインタフェース設計に関する研究の実
践、指導および論文作成指導を行う。
（5 吉田哲也）人間や生活環境などに対するデータを有効
に活用するために、数理的なデータ解析手法に関する研究
の実践、指導および論文作成指導をおこなう。
（1 久保博子）快適で健康な生活のための温熱環境の人体
影響、居住空間の人間工学的解析・評価に関する研究の実
践、指導および論文作成指導をおこなう。
（7 工藤瑠美）安全で快適な生活空間を構成する建築部
位・部材の性能評価方法に関する研究指導および論文作成
指導を行う。
（4 藤田盟児）持続可能な生活環境の構成と再生のための
調査方法、分析方法、概念考察に関する研究の実践、指導
および論文作成指導をおこなう。
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（お茶の水女子大学）
（18 太田裕治）生活支援技術には低侵襲性が求められ
る。医用工学，リハビリテーション工学，福祉工学，健康
工学，生体計測を中心に、Quality of Life向上のための
各種生活支援技術の開発に関する研究指導および論文作成
指導をおこなう。
（19 仲西正）生活環境向上に寄与できる機能性高分子材
料の開発と機能発現機構の解明をテーマとする。具体的に
は、低分子と高分子間の相互作用を応用した、消臭機能材
料、分離機能材料、高分子ゲル材料など関する実験的、物
理化学的検討に関して研究指導および論文作成指導を行
う。
（20 大瀧雅寛）安全な生活環境の構築には、病原や有害
物質によるリスク管理や十分な水資源供給システムの管理
が求められる。水の消毒技術、高度酸化処理技術、健康リ
スク評価、水需要予測といった内容の研究指導および論文
作成指導を行う。
（21 長澤夏子）建築や都市空間の構築には、人間の行動
や快適性・健康性といった生活の視点が重要である。建築
人間工学的なアプローチで行動調査やシミュレーション、
心理・生理計測など、人間中心の環境デザインに関する研
究指導および論文作成指導をおこなう。
（22 近藤恵）人が使用・着用する物や道具、設備などを
設計する際、必要な情報として、人体の形質を正しく知る
ことが重要である。ここでは生体計測の方法や研究例を踏
まえ、具体的な応用に関する研究指導および論文作成指導
をおこなう。
（23 小﨑美希）人は都市環境や建築空間環境などさまざ
まな環境下で生活している。環境から受け取る情報（視
覚、聴覚、温熱）と人の反応（生理・心理）との関係な
ど、建築環境工学や環境心理に関する研究指導および論文
作成指導を行う。
（24 中久保豊彦）生活は環境インフラ（上下水道、ごみ
焼却施設）の上に成り立っており、新技術導入や生活者の
関わりを介して環境インフラを低炭素・資源循環型へと更
新することが求められる。物質フロー解析、ライフサイク
ルアセスメント、環境リスク評価に関する内容の研究指導
および論文作成指導を行う。
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科
目
区
分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

基
礎
科
目
群

生活工学概論A

生活工学に関わる工学及び家政学分野の学問領域の有機的な統合
をはかり、広い視野にたち、人間生活における諸問題について概
説する。
（オムニバス方式/全15回）
（全教員/１回）イントロダクション
（2 黒子弘道/１回）機能性繊維の機能性発現について高分子科学
の立場から講述し、日常生活との関わり方について検討する。
（6 佐野奈緒子/１回）日常生活に活用されているナノテクノロ
ジーに関して概説し、その応用及び生活への還元について検討す
る。
（9 橋本朋子/１回）繊維材料等と人・生体との関わりを物性や構

造の観点から検討する。

（2 黒子、6 佐野、9 橋本/１回）討論１

（3 才脇直樹/１回）ヒューマンインタフェースや各種センサ、そ

の他情報技術の身近な活用事例について例示し、日常生活と情報

技術の関わりについて考える。

（8 佐藤克成/１回）人間の知覚特性に基づき、生活を支援する五

感情報の呈示技術について検討する。

（5 吉田哲也/１回）人間や生活環境などに対するデータの解析に

ついて検討する。

（3 才脇、5 吉田、8 佐藤/１回）討論2

（1 久保博子/１回）日常生活下での熱・光・音の物理環境と空気

環境などの人体影響について検討する。

（7 工藤瑠美/１回）住環境における安全性・快適性について講述

し、よりよい住生活について検討する。

（4 藤田盟児/１回）人間にとってデザインとアートがもつ意義に

ついて講述し、よりよい住生活のための環境づくりについて検討

する。

（1 久保、7 工藤、4 藤田/１回）討論3

（全教員/２回）全体を通した討論とまとめ

オムニバス
方式

基
礎
科
目
群

生活工学物理化
学A

生活工学分野において、重要となる物理化学事項について講義す
る。熱力学と反応速度論より、特に研究を進める上で必須の事項
に絞り、講義を行う。

隔年

基
礎
科
目
群

生活工学計測論
（センサ工学）

人間や環境の状態を知り、また、それに応じた知的な振る舞いを

生成するためには、各種センサによる情報の計測と分析が必須で

ある。本講義では、異分野出身者や初心者が、計測機器の仕組

み、使い方からデータ取得・分析までの基礎を、短期間で効率よ

く身に付けることができる。

（3 才脇直樹/3回）本講義の構成、各種センサの仕組みや構造

（5 吉田哲也/2回）センサから得られた信号の情報処理

（8 佐藤克成/3回）各種計測システムによる実例学習

オムニバス
方式・隔
年・集中

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要 （ 共 同 学 科 等 ）

（奈良女子大学大学院人間文化研究科生活工学共同専攻　博士前期課程）

奈良女子大学北魚屋地区 
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基
礎
科
目
群

生活工学計測論
（生活空間）

日常の生活空間は、環境と人間の相互関係により形成されてい

る。生活空間の質は我々の生活の質を左右する。生活空間での環

境や空間、人間行動、人間の反応など様々な計測方法について概

説し検討する。

（全教員/１回）イントロダクション

（1 久保博子／2回）

生活者の日常生活行動下での光、音、熱、空気などの環境、生活

行為、生活者の生体反応の計測を行うことにより、明かになるこ

とに関して理解し、サスティナブルデザインやセイフティーデザ

インに関する研究のための手法を検討する。

（7 工藤瑠美／2回）

高齢者や障がい者などの心身特性について講述するとともに、心

身特性を応用した建築部位・部材の性能評価方法に関する知識を

習得する。

（4 藤田盟児／2回）

住宅の内外部や公共空間、街路景観などについて講述し、そうし

た生活空間を記録して分析し、問題解決を図るために必要な生活

空間の計測と図面化に必要なさまざまな知識を習得する。

（全教員/１回）まとめ

オムニバス
方式・隔年

基
礎
科
目
群

生活工学材料解
析論

素材の性能・性質はその分子構造に起因する部分が極めて大き

い。このため、生活の中で快適に使用するためには詳細な分子構

造を知る必要がある。このため、固体ＮＭＲ、ラマンマイクロス

コープ、走査型電子顕微鏡（SEM）等の原理及び得られたデータの

解析方法を学ぶ。

（2 黒子弘道/3回）本講義の構成、固体ＮＭＲの原理及び構造解

析方法

（6 佐野奈緒子/2回）ラマンマイクロスコープの原理及び構造解

析方法

（9 橋本朋子/2回）走査型電子顕微鏡の原理及び画像解析

（全教員/１回）まとめ

オムニバス
方式・隔年

基
礎
科
目
群

生活工学特別講
義A

生活工学に関わる幅広い周辺領域の研究テーマについて、大学や

企業等の第一線で活躍してる方々から直接話を伺って理解を深め

る。また、生活工学的な観点から新たな課題を発見し、研究とし

て取り組む能力を身につける。（オムニバス方式/全8回）

（17 佐藤宏介/１回）情報考古学や日常生活におけるセンシング

等の先端技術を紹介する。

（12 石丸園子/１回）繊維メーカにおける各種快適性研究や関連

技術を紹介しつつ、メーカの女性研究者という職業についても理

解を深める。

（1 久保博子/１回）住環境や健康の計測・評価等の技術につい

て、ゲストスピーカーを交えて紹介する。

（3 才脇直樹/１回）微生物による環境評価の技法について、ゲス

トスピーカーを交えて紹介する。

（13 坂巻匡彦/１回）電子楽器を例に、インタフェース設計やイ

ンタラクション・デザインの基礎について学ぶ。

（14 Julia Cassim（平成29年度まで）・3 才脇直樹（平成30年度

以降）/１回）インクルーシブ・デザインの基礎を理解し、老人や

障害者等を含めた誰でも使いやすいデザインの設計方法について

学ぶ。

（15 杉山幸正/１回）ブライダル企業を例に、実際の起業や会社

の運営に関する実践的知識を教授する。

（16 本田麻由美/１回）ガンや認知症、関連する行政政策など日

常生活における健康と福祉の問題について理解を深めるととも

に、新聞社における女性記者の職務についても学ぶ。

オムニバス
方式
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基
礎
科
目
群

技術者倫理

技術は人類の生活を豊かにしてきた反面、社会に大きな影響を与
えるようになった。技術開発に携わる者は高度な専門的知識だけ
でなく、高い責任感と倫理観をもって仕事に取り組む必要があ
る。科学技術や産業に関係する法律を学び、環境問題、エネル
ギー問題、品質問題、安全問題などに対して技術がかかわる種々
の課題を認識し、技術が社会と密接に関係していることを理解
し、将来技術に携わる者としてしっかりした善悪の基準（倫理）
を持って行動できるようになる必要がある。
専門化とグローバル化が進む現代において、これからの技術者の
あり方と基本として持つべき技術倫理観を涵養する。
(3 才脇直樹/4回) ガイダンスおよび技術者と倫理、製造物責任、
安全について講述する。
(2 黒子弘道/4回)　リスク評価と危機管理、環境・資源問題の講
述と事例学習、まとめ

基
礎
科
目
群

知的財産論A

特許、実用新案、意匠、商標、著作権の制度について講義を行
う。主に特許制度について基礎的な解説を行い、その他の制度に
ついても概要を述べる。企業や大学、研究機関等の知的財産を担
当した場合に、取得すべき権利の選択等、知的財産を活用できる
ための基本的な制度理解を得ることを目標とする。

専
門
科
目
群

繊維構造論

繊維はほとんど全て高分子材料であり、繊維材料の性質は、高分
子中の結晶、非晶ならびにその中間領域の構造に大きく依存す
る。高分子・繊維の構造について概説し、固体高分解能NMRにより
求まる化学シフトならびに緩和時間の変化の情報をもとに、高分
子・繊維の構造と物性との関連について講述する。

専
門
科
目
群

繊維構造論演習

繊維・高分子材料の構造に関連する内外の研究論文を講読し、そ
の内容について議論、討論を行い、より深く高分子材料の構造を
理解する。

専
門
科
目
群

繊維表面分析論

現代生活において、多種に渡る種類の繊維が存在し活用されてい

る。より繊維を理解するために、繊維表面の微細形状、官能基の

分布状態等について物理的及び化学構造論の立場から講述する。

繊維表面の特性等の繊維表面の状態を検討、考察した上で代表的

な繊維の表面を評価できる様々な分析手法の原理を学び、汎用繊

維から機能性繊維に対して表面に関するための最適手法について

検討する。

専
門
科
目
群

繊維表面分析論
演習

繊維素材に関して表面分析法を扱った近年の文献を講読し、その
繊維表面構造と機能について理解を深め、その新規性や有用性及
び発展性に関して討論する。

専
門
科
目
群

衣環境材料学

私たちの衣環境を支える繊維材料は、合成由来・天然由来に大別
され、それぞれの分子レベルでの物性・特性が、各繊維材料の力
学物性、熱特性、染色性、分解挙動、生体との相互作用などの物
性・特性を決定付ける。生活をとりまく様々な合成由来・天然由
来の繊維材料の分子レベルの物性・特性について概説し、近年の
機能性繊維材料の紹介を交えながらそれぞれの分子レベルでの諸
物性と各繊維材料の生活における用途とを関連付けて講述する。

専
門
科
目
群

衣環境材料学演
習

衣環境に関連するナノファイバー、導電性繊維、生分解性繊維・
医療用繊維状材料、介護用繊維材料、バイオマスを利用した新規
天然由来材料などの新規繊維材料の開発に関する学術論文、また
各材料の物性評価・機能評価に関する学術論文が日々数多く発表
されている。これら近年の衣環境関連材料に関する学術論文を講
読する。各分野の背景・現状を把握した上で、各繊維材料の新規
性、有用性や発展性、また新たに解明された繊維物性や機能につ
いて客観的に評価し討論することで、理解を深める。

16



専
門
科
目
群

生活メディア情
報論

日常生活において我々は、音楽・音響や映像、振動などから成る
マルチモーダルな情報に接すると同時に、自らも様々な情報を発
している。本講義では、こうした生活の中で日々接するメディア
情報の計測・分析や生成及び、情報環境のデザインやシステム設
計の概略について、実例に基づいて理解を深める。
　具体的には、音楽情報処理や映像情報処理、モーションキャプ
チャや筋音楽情報処理や映像情報処理、モーションキャプチャや
筋電図・脳波といった生体情報処理、あるいは生活環境に関する
情報処理等に共通する計測・分析・生成技術を基盤として、
ヒューマンインタフェースの観点から、電子ガジェットやウェア
ラブルなシステム、エンターテインメント・コンピューティン
グ、健康管理、情報化農業に至る生活産業の情報メディア技術に
ついて概観する。さらに、受講者自身が興味を持っている対象技
術について、調査・発表・討論も行うインタラクティブな講義で
ある。

専
門
科
目
群

生活メディア情
報論演習

 生活メディア情報論で学ぶ様々な生活情報処理技術について理解
を深めるために、実際の各種電子デバイスや計測装置、ソフト
ウェア等を使って、自主的にシステムやコンテンツの製作に取り
組むPBL型の総合演習である。
　受講希望者は、事前に取り組みたい内容（生体・環境計測、イ
ンタラクティブ・アート、ウェアラブル・システム、音楽情報処
理他各自の希望による）について担当教員に相談すること。

集中

専
門
科
目
群

データ解析論

人間や生活環境などに対するデータを有効に活用する際に必要と
なる、データ解析の様々な手法について学ぶ。統計的な考え方や
線形代数を復習し、人間や生活環境などに対する多次元データを
解析するための回帰分析や判別分析、主成分分析など、線型モデ
ルに基づくデータ解析手法を学ぶ。

専
門
科
目
群

データ解析論演
習

データ解析論で学んだ手法を、人間や生活環境などに対するデー
タに適用し処理することを通じて、自らの研究手法、評価方法に
ついて検討し、ディスカッションする。

不定期

専
門
科
目
群

衣環境情報処理
論

快適な衣生活の実現には、アパレルCADや布地の物性評価、人の感
性評価が必要となっている。本講義では、それらに関連した基礎
的な情報技術を講義する。具体的には、コンピュータグラフィク
スや画像処理の技術、布の物性評価方法、心理物理学や感性工学
を用いた人の知覚・認知の評価方法を紹介する。

専
門
科
目
群

衣環境情報処理
論演習

快適な衣生活の実現には、アパレルCADや布地の物性評価、人の感
性評価が必要となっている。本講義では、それらに関連した基礎
的な情報技術を、実体験を通して学ぶ。コンピュータグラフィク
スの作成や画像処理を実行する。また、布の物性評価、心理物理
学や感性工学を用いた人の知覚・認知の評価実験を計画・実施す
る。

集中

専
門
科
目
群

環境人間工学特
論

人間生活は、周囲の生活環境から影響を受けるとともに、様々な
生活環境を改善し続けており、生活環境と人間の相互作用の上に
成り立っている。生活環境の及ぼす人間への影響について、生理
学的、心理学的、行動学的な計測がなされており、それらについ
て人間工学的視点で検討を行う。特に、研究成果が生活の中でど
の様に生かされているか、生活空間や生活機器等等のデザインへ
の応用を考察し、生活工学的能力を養成する。
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専
門
科
目
群

環境人間工学演
習

生活環境の人間生活への影響に関する実験やフィールド調査等の
方法及び、人体への生理的、心理的、行動的影響を測定する手法
及びその結果の評価方法について論文輪読により検討する。さら
に、住生活環境や人間生活に関する様々な評価手法を使って、サ
スティナブルデザインやセイフティーデザインに関する研究がさ
れているか検討する。これにより、人間生活上でいのちを守り、
環境への負荷を抑えた持続可能な社会形成のための基礎能力を養
う。

専
門
科
目
群

安全住工学

生活空間を構成する建築部位・部材と人間の身体的特性、心理的
特性との関係について講述する。特に安全性の観点から、建築部
位・部材に要求される性能及びその評価方法について理解すると
ともに、高齢者や障害者だけでなく子供を含めた幅広い層の人た
ちの心身特性や生活実態を把握し、安全な生活空間を提供するた
めに必要な知識を習得する。

専
門
科
目
群

安全住工学演習

安全性に関する建築部位・部材の性能評価にもとづき、物理量の
測定やその測定結果を用いた評価方法を実践させ、建築部位・部
材の設計・選定に応用できる知識を習得する。さらに、安全性の
観点から、使用者の視点に立って身の回りの建築部位・部材の問
題点を抽出し、習得した知識をもとに改善策を提案する能力を養
う。

専
門
科
目
群

居住空間再生論

持続可能な地域社会の発展を考える上で、既存の居住環境の再生
は必須の要件であり、実際、世界各地で歴史的建造物・町並みや
既成市街地において、実践的な事例が見られる。この科目では、
住宅から都市環境にいたる様々なスケールの居住環境の再生にあ
たって、居住環境の歴史的形成、維持管理における人間と自然と
の関係性、再生計画とその実際について講述する。

専
門
科
目
群

居住空間再生論
演習

奈良及び周辺地域をフィールドに、歴史的建造物・町並み及び一
般的な既成市街地の再生について、自治体・地域の住民・専門家
と連携しながら、具体的な調査・再評価と課題抽出・再生計画作
成を行い、居住環境再生に関わる実践的な能力を習得させる。

専
門
応
用
科
目
群

Project Based 
Learning（持続
可能性デザイ
ン）A

奈良女子大学、お茶の水女子大学の共同専攻担当の全教員が担当
者となり、学生に「生活環境における持続可能性のデザイン」に
関わるイノベーション関した課題発案をさせ、その問題解決に必
要な専門知識を持つ複数の教員を決めて指導を受けることにより
問題解決手法を検討し、実践する。主に奈良女子大学の設備・施
設を用いて、奈良女子大学の関連分野（高分子構造学、繊維表面
分析学、衣環境材料学、被服に関するコンピューターグラフィッ
クスやバーチャルリアリティ、衣環境情報処理、ウェアラブルコ
ンピューティングや人間情報学、大規模データ解析、居住空間環
境学、建築史学、安全住工学）などの課題を中心に演習をおこな
う。

隔年・集中

専
門
応
用
科
目
群

Project Based 
Learning（いの
ちを守るデザイ
ン）A

奈良女子大学、お茶の水女子大学の共同専攻担当の全教員が担当
者となり、学生に「生活環境におけるいのちを守るデザイン」イ
ノベーションに関した課題発案をさせ、その問題解決に必要な専
門知識を持つ複数の教員を決めて指導を受けることにより問題解
決手法を検討し、実践する。主に奈良女子大学の設備・施設を用
いて、奈良女子大学関連課題（高分子構造学、繊維表面分析学、
衣環境材料学、被服に関するコンピューターグラフィックスや
バーチャルリアリティ、衣環境情報処理、ウェアラブルコン
ピューティングや人間情報学、大規模データ解析、居住空間環境
学、建築史学、安全住工学）などの課題を中心に演習をおこな
う。

隔年・集中
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専
門
応
用
科
目
群

生活工学共同創
発演習（基礎）
A

学生が輪番で自身の研究を発表し、さらに学生同士で討論するこ
とで、それぞれの研究内容に対する理解を深めると共に、新しい
研究コラボレーションの発展へ繋げる。主に奈良女子大学の設
備・施設を用いて、関連課題について討論する。

（全教員）異分野コラボレーションによる生活工学研究を実施す
るためには、自身の研究だけでなく、専攻内の他研究室の研究内
容に対する理解が求められる。本講義では、学生が輪番で自身の
研究進捗や関連研究を発表し、さらに発表内容に対して学生同士
で討論する。これらを通して、それぞれの研究内容に対する理解
を深めると共に、新しい研究コラボレーションやイノベーション
への発展へ繋げる。

複数担当・
集中

専
門
応
用
科
目
群

生活工学共同創
発演習（発展）
A

学生は輪番による発表討論に加え、討論の司会進行を務めるなど
より能動的に議論に参加し、新しい研究コラボレーションを積極
的に提案していく。主に奈良女子大学の設備・施設を用いて、関
連課題について討論する。

（全教員）生活工学共同創発演習（基礎）の発展として、学生は
輪番による発表討論だけでなく、討論の司会進行を務める。より
能動的に議論に参加し、新しい研究コラボレーションを積極的に
提案していく。

複数担当・
集中

専
門
応
用
科
目
群

生活工学マテリ
アルワーク

受講者の発案により材料を選定し、解析の目的、想定される計測
結果などを予め議論した上で、適切な測定法により物性の解析を
進め、得られた測定結果について分析を重ねる。さらに、選定・
解析した材料の生活工学における期待される使途、またその可能
性について議論する。

（2 黒子弘道、9 橋本朋子、6 佐野奈緒子）
第1回:材料の構造と物性の関係についての基礎知識を習得する。
第2回～4回:受講者による材料の選定と測定方法の検討。
第5回～10回:測定及び解析。
第11回～15回:解析結果の検討及び発表。

隔年・集中

専
門
応
用
科
目
群

生活空間特別演
習

生活空間での環境や空間、人間行動、人間の反応など様々な計測
方法について実践的知識を習得し、測定結果をどのように生活空
間の計画に生かすか議論を重ねながら検討する実践的能力を養成
する。
第1回（全教員）イントロダクション
第2～5回（1 久保博子）
生活者の日常生活行動下で周囲の熱環境等の物理環境計測と、生
活行為、生活者の生体反応の計測法について例えば睡眠時を取り
上げ、環境計測及び生理、心理、行動的反応の計測を行う。
第6～9回（7 工藤瑠美）
体験装具により高齢者や障がい者などの心身特性について理解
し、運動機能や生体反応の測定・分析を行う。
第10～13回（4 藤田盟児）
物理環境計測や高齢者や障がい者の身体特性に基づいた居環境改
善案の策定のために必要な居住空間の実測・図化を実習する。
第14回（1 久保、7 工藤、4 藤田）
計測データ、解析データ結果について、プレゼンテーションを行
い、ディスカッションすることにより、より発展的な思考を行う
力を養う。
第15回（全教員）まとめ

隔年・集中
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専
門
応
用
科
目
群

生活メディア情
報処理演習

日常生活で使える様々なセンシング／インタラクティブ・システ
ムを、Arduinoのようなマイコンとブレッドボードを用いた電子回
路で簡単に製作し、制御（プログラミング）することで各自の興
味に応じた作品を構築・発表する。

ハードウェアの製作とソフトウェアのプログラミングをバランス
よく学習できる上に、システムの構築→日常生活（アンビエン
ト）情報のセンシング→データの分析や可視化呈示という、生活
工学の根幹をなす要素技術と計測データ処理の流れを、上流から
下流まで一貫して身に付けることができる。
（3 才脇直樹、5 吉田哲也、8 佐藤克成 ）
第1回：教材として用いるマイコン及び各種電子パーツ、及びプロ
グラミング基礎の説明
第2回～第6回：資料提示された各種センシング／インタラクティ
ブ・システムの構築実習　
第7回〜第14回：教材を利用したオリジナル・システムの開発実習
第15回：各自の作品プレゼンテーションと講評

隔年・集中

専
門
応
用
科
目
群

生活工学公開展
示演習

一般の方を対象とした生活工学の技術展示会を企画・運営する。
研究成果を中高生や高齢者にもわかりやすく説明し、機能を体験
させ、その価値について話し合う、という技術展示の一連の流れ
を実践する。これにより、研究成果を世の中に普及させる方法
や、社会が求める生活工学研究のあるべき姿を学ぶ。

複数担当・
隔年・集中

専
門
応
用
科
目
群

生活工学イン
ターンシップA

生活工学関連の企業、団体等でのインターンシップを行い、生活
工学の研究成果の社会貢献や社会・生活への展開について学ぶ。
夏季などの休業期間におけるインターンシップである。実習期間
は最低２週間とする。主に奈良女子大学の研究分野関連（素材、
情報、建築・環境）施設で実施する。

複数担当・
休業中集中

専
門
応
用
科
目
群

住環境学イン
ターンシップⅠ

建築資格取得のためのインターンシップである。建築士事務所等
に出向き、設計・工事監理の実務を体験しつつ、実務訓練を行
う。インターンシップ先は建築設計業務を行う建築士事務所等と
し、建築士から指導を受けるものとする。実際に派遣先企業にお
いてインターンシップを行う時間数は、計80時間とする。主に奈
良女子大学の関連事業所でのインターンシップとする。

複数担当・
休業中集中

専
門
応
用
科
目
群

住環境学イン
ターンシップⅡ

建築資格取得のためのインターンシップである。建築士事務所等
に出向き、設計・工事監理の実務を体験しつつ、実務訓練を行
う。インターンシップ先は建築設計業務を行う建築士事務所等と
し、建築士から指導を受けるものとする。実際に派遣先企業にお
いてインターンシップを行う時間数は、計80時間(2単位)とする。
主にお茶の水女子大学の研究分野関連の施設で実施する。

複数担当・
休業中集中
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生活工学特別研
究（修士）

学生は指導教員と相談し、自らの研究テーマを決め、テーマに関
する関連論文の講読や学習、実験・測定・調査等を行うことによ
り、研究の手法や解析、まとめ方などを学習する。さらに、国内
外の関連学会発表を行うための手法、研究の纏め方を学習し、修
士論文としてまとめ、提出・発表する。
指導教員は、適切な講義・演習等の教授活動を通して、研究が円
滑に行われ、また成果を様々な形で社会に発信できるよう、指導
と援助を行う。

（奈良女子大学）
（2 黒子弘道）繊維・高分子の構造と物性に関する研究指導およ
び論文作成指導を行う。
（6 佐野奈緒子）繊維表面の構造と化学状態に関する研究指導お
よび論文作成指導を行う。
（9 橋本朋子）生活の質「QOL」を向上させうる機能性材料の合

成・評価に関する研究指導及び、論文作成指導を行う。

（3 才脇直樹）生活産業における情報メディア技術やヒューマン

インタフェースに関する研究の実践、指導および論文作成指導を

おこなう。

（8 佐藤克成）快適な衣環境を実現するための、五感に関する知

覚特性解明とインタフェース設計に関する研究の実践、指導およ

び論文作成指導を行う。

（5 吉田哲也）人間や生活環境などに対するデータを有効に活用

するために、数理的なデータ解析手法に関する研究の実践、指導

および論文作成指導をおこなう。

（1 久保博子）快適で健康な生活のための温熱環境の人体影響、

居住空間の人間工学的解析・評価に関する研究の実践、指導およ

び論文作成指導をおこなう。

（7 工藤瑠美）安全で快適な生活空間を構成する建築部位・部材

の性能評価方法に関する研究指導および論文作成指導を行う。

（4 藤田盟児）持続可能な生活環境の構成と再生のための調査方

法、分析方法、概念考察に関する研究の実践、指導および論文作

成指導をおこなう。
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科
目
区
分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

基
礎
科
目
群

生活工学概論B

工学技術の発展における生活工学の流れ・意義を理解するととも
に、生活工学の各分野における諸課題を概観する。
（オムニバス方式/全15回）
（全教員/１回）イントロダクション
（18 太田裕治／１回）生活支援技術としての医用福祉工学の役割
について講義する。
（25 椎尾一郎/１回）ユビキタス・コンピューティングの発展と
生活工学の関わりについて講義する。
（22 近藤恵／１回）人類科学と生活工学の関わりについて講義す
る。
（20 大瀧雅寛／１回）生活に水は必須である。水環境工学と生活
工学の関わりについて講義する。
（24 中久保豊彦／１回）持続可能社会の実現の為に環境評価学が
果たすべき役割について講義する。
（20 大瀧，18 太田，24 中久保/１回）討論１

（26 元岡展久／１回）人々の生活活動の基盤となる環境を実現す

るための建築環境学の重要性について講義する。

（21 長澤夏子／１回）建築計画学が生活工学において果たすべき

役割について講義する。

（26 元岡，18 太田，21 長澤/１回）討論２

（19 仲西正／１回）生活科学の観点から，高分子工学と生活工学

の関わりについて講義する。

（27 雨宮／１回）衣服科学のこれまでの研究状況と将来展望につ

いて概観する。

（19 仲西，18 太田，27 雨宮/１回）討論３

（18 太田，26 元岡/１回）生活工学におけるイノベーションワー

クショップの意義について講義する。

（全教員/1回）まとめ

オムニバス
方式

基
礎
科
目
群

生活工学応用数
学

生活工学分野において重要となる数学的手法に関して講義する。
最適化手法、数値計算手法（数値微積分・微分方程式）、データ
補間法、変分法、線形計画法、実験計画法などについて講義す
る。

基
礎
科
目
群

生活工学物理化
学B

生活工学分野において、重要となる物理化学事項について講義す
る。熱力学と反応速度論より、特に研究を進める上で必須の事項
に絞り、講義を行う。

隔年

基
礎
科
目
群

生活工学計測論
（電子工学）

生活工学分野において必要となる、電子工学的事項を講義する。
電気工学の基礎、電子デバイス、電子回路の考え方、アナログ回
路、デジタル回路、過渡応答、周波数応答などについて講義す
る。

隔年

基
礎
科
目
群

生活工学計測論
（制御工学）

生活工学分野において必要となる制御工学的事項に関して講義す
る。ラプラス変換法、伝達関数法、古典制御と現代制御などにつ
いて講義する。

隔年

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要 （ 共 同 学 科 等 ）

（お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科生活工学共同専攻　博士前期課程）

お茶の水女子大学大塚キャンパス 
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基
礎
科
目
群

生活工学特別講
義B

生活工学に関わる最新の話題に関し、担当教員が講義するととも
に、大学や企業、研究機関等の研究者等による研究事例紹介を行
う。各教員の研究分野において、大学や企業、研究機関にて行わ
れている生活工学分野の研究内容を理解する。また、それぞれの
分野における生活工学的な課題を解決する研究手法を学ぶ。（オ
ムニバス方式/全8回）
（全教員/1回）イントロダクションおよびガイダンス
（18 太田，22 近藤，25 椎尾/1回）人間工学分野における研究事
例紹介
（20 大瀧/1回）環境工学分野における研究事例紹介
（24 中久保/1回）環境評価分野における研究事例紹介
（26 元岡/1回）建築設計分野における研究事例紹介
（21 長澤/1回）建築計画分野における研究事例紹介
（23 小﨑/1回）建築環境分野における研究事例紹介
（19 仲西，27 雨宮/1回）材料分野における研究事例紹介

オムニバス
方式

基
礎
科
目
群

研究者倫理

専門的な知識や技能と同様に、倫理は専門職としての研究者に
とって不可欠な基盤の一つである。本講義では、具体的な事例を
交えながら、研究者として研究活動を行う上で必要な研究者倫理
の基礎を学ぶ。研究者倫理を担う一人の研究者として主体的に倫
理に取り組むための土台作りをすることが本講義の目標である。

基
礎
科
目
群

知的財産論B

知的財産のマネジメントはイノベーション創出に欠かすことがで
きない。知的財産権の制度概要とそれの産業発展や技術開発にお
ける意義、また生活工学諸分野の研究推進との関連について概説
する。

専
門
科
目
群

衣住機能材料特
論

生活に関わる材料の基礎的な性質に関して概説する。有機材料，
金属材料，セラミック材料などについて、それぞれの材料に特徴
的な性質を説明する。また、材料の環境に与える影響を、製造，
リサイクル，エネルギーの観点から考察した後に、燃料電池，分
離機能材料，生分解性材料など、環境調和を意識した新しい材料
の化学をトピック的に見ていく。

専
門
科
目
群

衣住機能材料演
習

衣住分野の機能材料、特に高分子からなる機能材料について、物
理化学的視点から機能発現メカニズムを考察する。特に、機能と
構造の関係、機能と高分子-低分子間相互作用などに関して検討を
行う。高分子中の低分子の拡散と収着、高分子中の水の状態、高
分子ゲルの外部刺激に対する収縮と膨潤、イオンと水和などの基
礎的事項を説明した後、具体的な機能材料、たとえば、高吸水性
高分子などについて考える。

専
門
科
目
群

衣環境学特論

衣服の着心地に大きく影響する衣環境に関して論じる。衣服内の
温湿度と快適感、衣服材料の吸湿性、保温性、通気性などの性質
と衣環境との関連、人間の発汗や体温維持などの温熱生理学、快
適性評価などについて説明する。

専
門
科
目
群

衣環境学演習

衣服を構成する材料である、繊維、糸、布の備えるべき性質につ
いて概説するとともに、最新のトピックに触れる。主に、衣服材
料の構造と、力学的性質及び熱・水分の移動特性などとの関係に
ついて考察する。

専
門
科
目
群

生活医用福祉工
学

近年の科学技術の進歩は医療や福祉の質の向上に大きく貢献して
きた。本講義では医療や福祉分野で用いられる工学技術について
理解を深めることを目的とし、各種の医療デバイス・機器システ
ムについて講義する。とくに、医療・福祉サービスを受ける側の
立場から、生活者のQOLを向上させるための技術的課題について講
義する。
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専
門
科
目
群

生活生体工学

医療や福祉の現場では様々なデバイスやシステムが利用されてい

る。それらの機器の原理を理解するために、生体の各種特性につ

いて講義する。具体的には、生体の電気的特性，磁気的特性，機

械的特性，熱的特性，光学的特性などにつき講義する。加えて、

人体からの情報収集方法として、人体にエネルギーを与えること

なく生体情報を収集・計測する技術、人体にエネルギーを与える

ことで、生体情報を収集・計測する技術につき講義する。エネル

ギーの移動は侵襲性に結びつく。生活上の不便さを低減させQOLを

向上させるためには、侵襲性を低く保つことが必須であることを

理解する。

専
門
科
目
群

ヒューマン・コ
ンピュータ・イ
ンタラクション
(HCI)

コンピュータとコンピュータソフトウェアは複雑な構造と多様な

機能を持つ人工物であり、これを使いやすくすることは、計算機

工学の重要な課題の一つであった。グラフィカルユーザインタ

フェース(GUI)の発明により、コンピュータは誰にでも使える機械

となりつつある。本講義では、人の身体的・心理的特性、インタ

フェースのためのコンュータハードウェア・ソフトウェアを知

り、生活空間で誰でもが利用する未来のコンピュータのあり方を

探る。

専
門
科
目
群

ヒューマン・コ
ンピュータ・イ
ンタラクション
(HCI)演習

コンピュータ技術が一般化した現在、ありふれた日用品としての

コンピュータ利用がすすんでいる。このようなユビキタスなコン

ピューティングは、従来の生産活動・経済活動の場だけでなく、

人々の日常生活に浸透しつつある。本講義では、生活の中で日用

品として利用するコンピュータの応用とユーザインタフェースを

考え、またそれを実現するためのハードウェア、センサ、ネット

ワーク、ソフトウェア技術について学ぶ。

専
門
科
目
群

建築意匠特論

建築を創造するという行為は、設計という実践と思考の飽くなき

繰り返しであり、美の結晶は、実践と思考の相互作用の類希なる

成果である。そこで、傑作といわれる建築が創造された過程を、

実践と思考の相互作用としてとらえ、具体的な実作と設計理論の

双方から、分析、評価することを講義する。さらにその成果か

ら、どのように建築物を設計すべきかという創作論に発展させ、

実践的な設計演習や実例調査を行いつつ、設計理論の思考にもと

づく実践的な設計技術を学ぶ。

専
門
科
目
群

空間デザイン演
習

建築設計の基礎知識と技能を踏まえ、さらに高度な建築設計の方

法を学ぶ。住宅や公共施設など、中小規模の建造物を対象として

その設計のプロセスを講義する。また、具体的な建築計画の実習

課題を通じて、建築設計実務に関わる教員による指導をうける。

素材や構造、設備や機能など、建築を取り巻く諸条件を把握し、

建築の構想を具体化するプロセスを学び、高度なプレゼンテー

ション図面及び模型の作成方法を修得する。

専
門
科
目
群

建築環境計画特
論

建築と環境の計画手法について、その成り立ちから現在に至るま
での経緯、そして現在での主要な課題（戸建て住宅，集合住宅，
教育施設等）について、様々なスケールや用途から講義する。講
義前半では、建築と環境の計画手法に関して概観を行い、全体を
把握する。その後各論について掘り下げて解説する。

専
門
科
目
群

施設デザイン演
習

建築設計の基礎知識と技能を踏まえ、さらに高度な建築設計の方
法を学ぶ。医療福祉施設など公共施設、都市再生など大規模開
発、といった具体的な計画を通じて、設計の実務的能力、技術を
演習形式で身に付ける。設備や機能、都市環境といった施設を取
り巻く諸条件を把握するのみならず、多様なユーザの視点を念頭
において、総合的な観点から設計を試みる。

専
門
科
目
群

居住空間環境学
特論

居住空間の環境要素の把握方法及び建築設備との関連等を習得す
る。具体的には，音（聴覚）、色（視覚）、温熱環境について、
人間の知覚や認知、行動を中心に実験や調査を行う方法、また、
それらを建築の計画へ展開する手法を学ぶ。
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専
門
科
目
群

環境デザイン演
習

快適性の実現とともに環境共生や多様性という観点から、建築環

境に求められる条件は複雑になってきている。本演習では、生活

環境における人間の知覚、認知にもとづき、環境設計の基礎とな

る考え方、環境の評価の仕方について習得する。室内環境や都市

環境の何に注目し、いかにデータを収集し、それをどのように分

析評価するかについて、演習課題を通じて学ぶ。環境の評価方法

及び分析手法に対する理解を深める。

専
門
科
目
群

環境工学特論

水処理技術、大気環境保全技術に関して最新情報を含めて講義す

る。両技術に関して基礎知識から最新情報までを理解し、説明で

きる能力を身に付ける。それぞれの技術については、わが国で実

施されている事例について解説し、その特徴及び問題点などを明

確にしていく。また海外事例なども紹介し、日本の事例と比較し

ながら処理技術の適用性などについても深く学ぶ。

専
門
科
目
群

環境工学演習

環境測定、処理技術に関する実験を計画し、遂行する能力を習得

する。具体的には、水処理技術、大気環境保全技術に関する実験

を独自に立案しその計画を立てる。その立案過程において、環境

工学に関する基礎的知識を実用的なものとして身に付ける。河川

調査や大気測定調査などについて、限られた時間内で行える実験

計画を立てることが重要となる。

集中

専
門
科
目
群

環境評価学特論

環境評価手法、特にリスク評価や廃棄物計画に関して基本的知識
から最新情報までを理解し、説明できる能力を習得する。国内外
で実施されている事例について解説し、その特徴及び問題点など
を明確にしていく。ケーススタディー例を紹介し、事例間での比
較を行いながら環境評価の適用性などについても深く学ぶ。

専
門
科
目
群

環境評価学演習

リスク評価及び廃棄物計画について、ケーススタディーを通じて

実践し理解する。コンピュータを用いた数値解法やシミュレー

ションを演習形式にて学ぶことにより、リスク評価及び廃棄物管

理を実際に行う技術を身に付ける。さらにそれらに関するケース

スタディーを独自に立案し、リスク評価等を実践する。その過程

において実用的な知識として身に付くと考える。

専
門
科
目
群

人体計測学特論

人体から引き出し得る情報には、どのようなものがあり、どのよ

うにして調べるかについて、多様な研究例を採り上げ、方法論及

び結論の解釈のしかたについて学ぶ。具体的には、生体の寸法計

測・３Ｄ形状計測・可動域計測などにより、人間工学に利用され

る基本データの取得法やデータ処理法を学ぶ。さらに応用例を数

多く採り上げ、生活の中で利用する工業製品にどのように活かさ

れているかを知ることにより、さらなる応用発展のヒントを得る

ことを目指す。また、生体の計測情報にとどまらず、人体に潜む

様々な情報について広く知ることにより、情報を得るべく分析機

器の開発につながる知識を得ることや、その他未知の応用分野を

開拓することも目指していく。

専
門
科
目
群

人体計測学演習

人体から得られるデータは基本情報であり、様々な分野で活用・
発展させられるべきものである。人体から引き出し得る情報を用
い、どのような分野へ応用できるかについて、より実践的に学
ぶ。既存の応用例について、学生がレポートするとともに、実際
に基本的なデータ取得法を体験し、それらのデータがどのように
利用され得るかについて考える。さらに、生活の中で利用されて
いる製品の中で、ひとつテーマを挙げ、それを作製するためには
どのような人体情報が必要であるかについて考え、実際の製品に
十分活かされているであろう情報やまだ不十分な情報について検
討する。また、人体情報を将来的に活かせる可能性のあるテーマ
を幅広く見つけ、どのように発展させ得るか、討論する。
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専
門
応
用
科
目
群

生活工学デザイ
ンワークショッ
プ（LIDEE)

現在、「デザイン」は物理的な造型行為を超え、技術や社会、生

活を含めたイノベーションの核として位置づけられている。ここ

では問題解決型の創造的プロセス教育として、社会や生活に対

し、新しい価値の創造を目指す。文理融合・問題解決型の演習を

行う。 学生は演習課題に取り組みながら、科学技術に関する知識

を活用し、人間の行動や生活を中心とした(Human Centered)ライ

フ・イノベーションの創造プロセスを学ぶ。

複数担当・
集中

専
門
応
用
科
目
群

Project Based 
Learning（持続
可能性デザイ
ン）B

奈良女子大学、お茶の水女子大学の共同専攻担当の全教員が担当

者となり、学生に「生活環境における持続可能性のデザイン」に

関わるイノベーション関した課題発案をさせ、その問題解決に必

要な専門知識を持つ複数の教員を決めて指導を受けることにより

問題解決手法を検討し、実践する。主にお茶の水女子大学の設

備・施設を用いて、お茶の水大学関連分野（素材、ユビキタスコ

ンピューティング、居住建築学、水環境工学、福祉工学、ユニ

バーサルデザイン）などの課題を中心に演習をおこなう。

隔年・集中

専
門
応
用
科
目
群

Project Based 
Learning（いの
ちを守るデザイ
ン）B

奈良女子大学、お茶の水女子大学の共同専攻担当の全教員が担当

者となり、学生に「生活環境におけるいのちを守るデザイン」イ

ノベーションに関した課題発案をさせ、その問題解決に必要な専

門知識を持つ複数の教員を決めて指導を受けることにより問題解

決手法を検討し、実践する。主にお茶の水女子大学の設備・施設

を用いて、お茶の水大学関連分野（素材、ユビキタスコンピュー

ティング、居住建築学、水環境工学、福祉工学、ユニバーサルデ

ザイン）などの課題を中心に演習をおこなう。

隔年・集中

専
門
応
用
科
目
群

生活工学共同創
発演習（基礎）
B

生活工学の実践、すなわち、現実課題の解決のためには異分野と

のコラボレーションの視点が重要となる。本講義では演習形式を

通じて、自身の研究進捗や関連研究を輪番発表するとともに、発

表内容に対し、コラボレーションの視点から、学生・教員間で討

論する。これらを通して、各自の研究内容に対する理解を深める

と共に、新しい研究コラボレーションの提案やイノベーションへ

の発展に繋げる。主にお茶の水女子大学の設備・施設を用いて、

関連課題について討論する。

複数担当・
集中

専
門
応
用
科
目
群

生活工学共同創
発演習（発展）
B

学生は輪番による発表討論に加え、討論の司会進行を務めるなど

より能動的に議論に参加し、新しい研究コラボレーションを積極

的に提案していく。主にお茶の水女子大学の設備・施設を用い

て、関連課題について討論する。

（全教員）生活工学共同創発演習（基礎）の発展として、学生は

輪番による発表討論だけでなく、討論の司会進行を務める。より

能動的に議論に参加し、新しい研究コラボレーションを積極的に

提案していく。

複数担当・
集中

専
門
応
用
科
目
群

生活工学モデリ
ング演習

生活上の各種課題に対し、モデリングシステムを活用すること

で、具体的な「もの」としての解決方法を学修する。具体的に

は、建築空間，家具，衣料，家電製品などを３D設計・評価する。

CADシステムからのデータ移行、実寸サイズでの映像表現の有効性

などを会得するとともに、各種加工機との組み合わせによる、３D

デジタルデザイン・ファブリケーション環境を理解する。

（18 太田裕治，21 長澤夏子，26 元岡展久）

第1回：イントロダクション

第2回：3DCADの実践

第3回：モデリングとレンダリング

第4回：3Dプリンタの実践

第5回：レーザーカッターの実践

第6回：設計とモデリング

第7回：出力と加工

第8回：プレゼンテーション

複数担当・
集中
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専
門
応
用
科
目
群

生活素材のデザ
イン

生活の中で人間が直接的に環境と接触する「素材」に着目し、主

として高分子・建築工学的視点から実際の事例に基づき素材のデ

ザインのされ方、そして今後の生活のあり方を反映した素材のデ

ザインの方向性を学ぶ。

第1回：人間と環境とのインターフェースとしての素材（19 仲西

／1回）

第2回：衣服素材のデザイン（19 仲西／2回）

第3回：消臭素材のデザイン（19 仲西／3回）

第4回：歩行環境と素材のデザイン（21 長澤／1回）

第5回：生活素材とユニバーサルデザイン（21 長澤／2回）

第6回：高齢者の日常生活行為と素材のデザイン（19 仲西／4回）

第7回：高齢者の日常生活空間と素材のデザイン（21 長澤／3回）

"

第８回：まとめ（19 仲西／5回）

（19 仲西/5回）インタフェースとしての素材，衣服・消臭素材，

高齢者用素材，まとめ

（21 長澤/3回）歩行と素材，ユニバーサルデザイン，高齢者用素

材

集中

専
門
応
用
科
目
群

生活工学イン
ターナショナル
ワークショップ

生活工学分野における海外の著名研究室を休業期間中に誘致し、
共同で教育研究を実施する。

休業中集中

専
門
応
用
科
目
群

生活工学イン
ターンシップB

生活工学関連の企業、団体等でのインターンシップを行い、生活
工学の研究成果の社会貢献や社会・生活への展開について学ぶ。
夏季などの休業期間におけるインターンシップである。実習期間
は最低２週間とする。主にお茶の水女子大学の研究分野関連の施
設で実施する。

複数担当・
休業中集中

専
門
応
用
科
目
群

住環境学イン
ターンシップⅠ

建築資格取得のためのインターンシップである。建築士事務所等

に出向き、設計・工事監理の実務を体験しつつ、実務訓練を行

う。インターンシップ先は建築設計業務を行う建築士事務所等と

し、建築士から指導を受けるものとする。実際に派遣先企業にお

いてインターンシップを行う時間数は、計80時間とする。主に奈

良女子大学の関連事業所でのインターンシップとする。

複数担当・
休業中集中

専
門
応
用
科
目
群

住環境学イン
ターンシップⅡ

建築資格取得のためのインターンシップである。建築士事務所等
に出向き、設計・工事監理の実務を体験しつつ、実務訓練を行
う。インターンシップ先は建築設計業務を行う建築士事務所等と
し、建築士から指導を受けるものとする。実際に派遣先企業にお
いてインターンシップを行う時間数は、計80時間(2単位)とする。
主にお茶の水女子大学の研究分野関連の施設で実施する。

複数担当・
休業中集中
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生活工学特別研
究（修士）

学生は指導教員と相談し、自らの研究テーマを決め、テーマに関

する関連論文の講読や学習、実験・測定・調査等を行うことによ

り、研究の手法や解析、まとめ方などを学習する。さらに、国内

外の関連学会発表を行うための手法、研究の纏め方を学習し、修

士論文としてまとめ、提出・発表する。

指導教員は、適切な講義・演習等の教授活動を通して、研究が円

滑に行われ、また成果を様々な形で社会に発信できるよう、指導

と援助を行う。

（お茶の水女子大学）

（18 太田裕治）生活支援技術には低侵襲性が求められる。医用工

学，リハビリテーション工学，福祉工学，健康工学，生体計測を

中心に、Quality of Life向上のための各種生活支援技術の開発に

関する研究指導および論文作成指導をおこなう。

（19 仲西正）生活環境向上に寄与できる機能性高分子材料の開発

と機能発現機構の解明をテーマとする。具体的には、低分子と高

分子間の相互作用を応用した、消臭機能材料、分離機能材料、高

分子ゲル材料など関する実験的、物理化学的検討に関して研究指

導および論文作成指導を行う。

（20 大瀧雅寛）安全な生活環境の構築には、病原や有害物質によ

るリスク管理や十分な水資源供給システムの管理が求められる。

水の消毒技術、高度酸化処理技術、健康リスク評価、水需要予測

といった内容の研究指導および論文作成指導を行う。

（21 長澤夏子）建築や都市空間の構築には、人間の行動や快適

性・健康性といった生活の視点が重要である。建築人間工学的な

アプローチで行動調査やシミュレーション、心理・生理計測な

ど、人間中心の環境デザインに関する研究指導および論文作成指

導をおこなう。

（22 近藤恵）人が使用・着用する物や道具、設備などを設計する

際、必要な情報として、人体の形質を正しく知ることが重要であ

る。ここでは生体計測の方法や研究例を踏まえ、具体的な応用に

関する研究指導および論文作成指導をおこなう。

（23 小﨑美希）人は都市環境や建築空間環境などさまざまな環境

下で生活している。環境から受け取る情報（視覚、聴覚、温熱）

と人の反応（生理・心理）との関係など、建築環境工学や環境心

理に関する研究指導および論文作成指導を行う。

（24 中久保豊彦）生活は環境インフラ（上下水道、ごみ焼却施

設）の上に成り立っており、新技術導入や生活者の関わりを介し

て環境インフラを低炭素・資源循環型へと更新することが求めら

れる。物質フロー解析、ライフサイクルアセスメント、環境リス

ク評価に関する内容の研究指導および論文作成指導を行う。
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別記様式第２号（その３の２）

（奈良女子大学大学院人間文化研究科生活工学共同専攻　博士後期課程）

（お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科生活工学共同専攻　博士後期課程）

科
目
区

開設
大学

授業科目の名称 講義等の内容 備考

基
礎
科
目
群

奈良女
子大学

生活工学特別ゼミ
ナールA

生活工学に関わる工学及び家政学分野の学問領域の有機的
な統合をはかり、広い視野にたち、人間生活における諸問
題について、研究を踏まえゼミナール形式で考察する。学
術誌や専門書を主な題材として輪読と討論を行うことで、
最先端の知識を習得し、高度な専門性を身に付ける。担当
者は奈良女子大学の受講する学生の主指導教員・副指導教
員を中心とした3名以上とする。

基
礎
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活工学特別ゼミ
ナールB

生活工学に関わる工学及び家政学分野の学問領域の有機的
な統合をはかり、広い視野にたち、人間生活における諸問
題について、研究を踏まえゼミナール形式で考察する。学
術誌や専門書を主な題材として輪読と討論を行うことで、
最先端の知識を習得し、高度な専門性を身に付ける。担当
者はお茶の水大学の受講する学生の主指導教員・副指導教
員を中心とした３名以上とする。

基
礎
科
目
群

奈良女
子大学

生活工学特別講義
A(発展）

生活工学に関わる最新の話題について、大学や企業等の最
先端の研究者等による講義。「いのちを守るデザイン」に
関する最先端の研究成果や研究手法などを学び、討論する
ことにより、科学的態度を養い、最先端の知識を得る。奈
良女子大学の研究関連の研究者を主に、非常勤とする。
第１回　（1 久保博子/１回）健康に関するメーカーの研究
事例をゲストスピーカーを交えて紹介する。
第２回　（12 石丸園子/１回）繊維メーカにおける快適性
研究の例など最先端研究について学ぶ。
第３回　（12 石丸園子/2回）繊維メーカの研究所で実際に
使用されている各種装置について学ぶ。
第４回　（3 才脇直樹・13 坂巻匡彦/１回）いのちを守る
インタラクション・デザインについて、最新製品を教材と
して各人のアイディアを練る。
第５回　（3 才脇直樹・13 坂巻匡彦/2回）前回まとめたア
イディアを元に、教材を用いてデザイン設計を行う。
第６回　（3 才脇直樹・13 坂巻匡彦/3回）各受講者の作品
について発表と講評を行う。
第７回　（16 本田麻由美/１回）ガンや認知症、関連する
行政政策・福祉・介護問題などを教材として、実際に記事
の制作を各受講者が試みるライティング指導を行う。
第８回　（16 本田麻由美/2回）前回制作した各受講者の記
事について添削・講評を行うと共に、いのちを守る未来の
暮らしのあり方・デザインについて議論を深める。

オムニバス
方式・隔年

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要 （ 共 同 学 科 等 ）
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基
礎
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活工学特別講義
B(発展）

生活工学関連の各研究分野(主に、人間工学，情報工学，材
料)において、大学や企業、研究機関にて行われている研究
内容を理解する。また、各分野における課題解決手法・評
価手法についても学ぶ。生活工学に関わる最新の話題に関
し、担当教員が講義するとともに、大学や企業、研究機関
等の研究者等による研究事例紹介を行う。
第１回(全教員／1回)イントロダクションおよびガイダンス
第２回(18 太田／1回)人間工学分野における研究事例紹(1)
第３回(22 近藤／1回)人間工学分野における研究事例紹(2)
第４回(25 椎尾／1回)情報工学分野における研究事例紹(1)
第５回(25 椎尾／2回)情報工学分野における研究事例紹(2)
第６回(19 仲西／1回)材料分野における研究事例紹介(1)
第７回(19 仲西／2回)材料分野における研究事例紹介(2)
第８回(全教員／2回)総括
(全教員/2回)イントロダクション，まとめ
(18 太田/1回)人間工学分野における研究事例
(22 近藤/1回)人間工学分野における研究事例
(25 椎尾/2回)情報工学分野における研究事例
(19 仲西/2回)材料分野における研究事例

オムニバス
方式・隔年

基
礎
科
目
群

奈良女
子大学

生活工学特別講義　
Ç(発展）

生活工学に関わる最新の話題について、大学や企業等の最
先端の研究者等による講義。「持続可能性のデザイン」に
関する最先端の研究成果や研究手法などを学び、討論する
ことにより、科学的態度を養い、最先端の知識を得る。奈
良女子大学の研究関連の研究者を主に、非常勤とする。
第１回　（1 久保博子/１回）住環境に関するメーカーの研
究事例を、ゲストスピーカーを交えて紹介する。
第２回　（17 佐藤宏介/１回）日々の生活を支える最先端
の生活環境／状況センシング技術とその応用例を紹介す
る。
第３回　（17 佐藤宏介/２回）文化や歴史、あるいは人間
の感性といった分野にも応用できる学際的な計測・表示技
術や研究例について紹介する。
第４回　（3 才脇直樹/１回）生活の中に音や音楽をなじま
せるサウンドスケープについて、ゲストスピーカーを交え
て作曲の立場から解説する。
第５回　（3 才脇直樹/２回）音楽や音が人間の心理に与え
る効果について紹介し、また様々な実例に基づき、ゲスト
スピーカーを交えて持続可能性のメディアデザインとは何
かを議論する。
第６回　（14 Julia Cassim（平成29年度まで）・3 才脇直
樹（平成30年度以降）/１回）インクルーシブ・デザインの
実例を分析しつつ、受講者自身にも持続可能性のデザイン
を提起させ、ディスカッションすることで理解を深める。
第７回　（14 Julia Cassim（平成29年度まで）・3 才脇直
樹（平成30年度以降）/２回）同上について、２回目を実施
する事で、より多くの学生の提案をとりあげディスカッ
ションの対象とする。
第８回　（15 杉山幸正/１回）ブライダル企業を例に、環
境に配慮しユーザのニーズに応える持続可能なコミュニ
ティ形成について考える。

オムニバス
方式・隔年
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基
礎
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活工学特別講義
D(発展）

生活工学関連の各研究分野(主に，環境工学，建築学)にお

いて、大学や企業、研究機関にて行われている研究内容を

理解する。また、各分野における課題解決手法・評価手法

についても学ぶ。生活工学に関わる最新の話題に関し、担

当教員が講義するとともに、大学や企業、研究機関等の研

究者等による研究事例紹介を行う。

第１回(全教員)イントロダクションおよびガイダンス

第２回(20 大瀧／1回)環境工学分野における研究事例紹(1)

第３回(20 大瀧／2回)環境工学分野における研究事例紹(2)

第４回(20 大瀧／3回)環境評価分野における研究事例紹(3)

第５回(21 長澤／1回)建築設計分野における研究事例紹(1)

第６回(21 長澤／2回)建築計画分野における研究事例紹(2)

第７回(26 元岡／1回)建築環境分野における研究事例紹介

第８回(全教員)総括

(全教員/2回)イントロダクション，総括

(20 大瀧/3回)環境工学分野・環境評価分野における研究事

例

(21 長澤/2回)建築設計分野における研究事例

(26 元岡/1回)建築環境分野における研究事例

オムニバス
方式・隔年

基
礎
科
目
群

お茶の
水女子
大学

研究者倫理（発
展）

専門的な知識や技能と同様に、倫理は専門職としての研究
者にとって不可欠な基盤の一つである。本講義では、具体
的な事例を交えながら、研究者として研究活動を行う上で
必要な研究者倫理について学ぶ。また、ケーススタディを
通じて倫理的問題への対応方法について検討する。

基
礎
科
目
群

奈良女
子大学

技術者倫理(発
展）

学術データの改竄・捏造や企業の不祥事が報道されない日
はない。世の中が専門化するとともに複雑化し、俯瞰的に
物事が見られなくなるとともに倫理観も損なわれていく。
結果的に引き起こされる様々な問題に対処すべく、各種の
法律が整備されてきた。本講義では、様々な法律や事例を
とりあげながら、誇り高い社会人、研究者・技術者にふさ
わしい倫理観を涵養する。
博士前期課程の技術者倫理では問題を理解するための基礎
知識の取得に取り組んだが、本講義はその発展として関連
する各種法律を概観し、技術者倫理との関連性について事
例に基づき理解を深める。
(3 才脇直樹/4回)　ガイダンス及び、法令遵守と倫理、内
部告発と公益通報者保護法、知的財産権と倫理について講
述する。
(2 黒子弘道/4回)　独占禁止法、不正競争防止法、労働法
と倫理についての講述及び事例学習、まとめ

基
礎
科
目
群

奈良女
子大学

知的財産論(発
展）A

日本においても、産官学連携の推進政策が数多く出され、
その重要性が認識され始めてから久しい。しかし、日本の
政策は、米国のスタンフォード大学等を中心とする成功モ
デルの踏襲に力を注いできた側面があった。しかしなが
ら、米国の成功モデルの追随のみでは、真に日本の産学連
携は促進できないと思われる。そこで、スタンフォード大
学、ＭＩＴ（マサチューセッツ工科大学）、コーネル大
学、その他著名海外大学の産学連携モデルを分析し、経済
産業省や特許庁のプロジェクトや、米国、欧州、インドに
おける産官学連携への参加、大学の技術移転機関の実態調
査などの研究成果を踏まえ、日本において必要とされてい
る産学連携モデルとはどのようなものなのかを受講生とと
もに議論、検討する。なお、配布する資料、指定した文献
に基づき講義する。

基
礎
科
目
群

お茶の
水女子
大学

知的財産論(発
展）B

生活工学諸分野における研究開発と知的財産管理・活用の
結びつきについて概説する。また、情報検索・分析によっ
て、研究推進のために特許情報を活用する方法を解説す
る。　
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専
門
科
目
群

奈良女
子大学

繊維素材分子論

繊維素材の力学特性、熱特性、吸水性等の諸物性は繊維の
高次構造に大きく依存する。固体高分解能ＮＭＲ測定によ
り得られる化学シフトだけでなく、量子化学計算(理論計
算)により得られる化学シフトの情報を併用する事によりさ
らに詳細な高次構造に関する情報を引き出す事ができる。
また、磁気緩和時間測定から得られた分子運動性の情報が
得られる事から、磁気緩和時間の情報を基に、化学シフト
の理論計算を併用した高分子鎖の詳細な高次構造の解析方
法を講述する。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

繊維素材分子論演
習

繊維素材に関する国内外の研究論文を講読し、その内容に
ついて議論、討論を行う。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

繊維構造解析論

繊維素材の表面及び表層における化学状態や形状は素材の
特性に大きく反映する。その繊維となりうる様々な高分子
表面の微細形状、官能基の分布状態等について主に表面分
析法から得られるデータから組織的、理論的にナノ領域で
の繊維構造ならびに生じる現象について講述、議論する。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

繊維構造解析論演
習

繊維素材の特性及び構造を議論している主だった論文及び
関連する文献から、表面分析法を含めたその評価法となる
分析法のデータの解釈力、素材への考察力をつける。ま
た、その繊維構造についても理解を深め、その有用性、新
規性、発展性に関して討論する。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

生体材料物性

今日医療や介護、またヘルスケアの分野において用いられ
ている生体材料について概説する。治癒を促進するもの、
人間が本来もつ自然治癒力を補助するもの、生体機能を代
替するもの、外部の刺激から生体を守るものなど、生体材
料の役割・作用は多岐に渡っていることを例示する。これ
ら生体材料の諸物性、また水との相互作用など、生体と関
わる際に重要となる物性について分子レベルでの理解を目
指し講述、議論する。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

生体材料物性演習

各分野において用いられている生体材料に関する最新の学
術論文を講読し、新規生体材料の物性とその機能との関わ
りについて分子レベルで理解することを目的とする。新規
生体材料の原料、合成・調整法、また評価・解析法につい
て深く学び、各分野の背景をふまえた上で得られた結果に
ついて客観的に考察する。そして新規生体材料の有用性、
発展性、さらに問題点、改善点についての討論を行う。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

環境材料機能学

衣住環境に関連する高分子機能材料について論じる。高分
子材料の機能化に関わる基礎的な物理化学的事項について
まず概説し、いくつかの新しい機能材料をトピック的に取
り扱う。高分子中の低分子の収着拡散現象、静電相互作
用、疎水性相互作用、反応場としての高分子などを考え
る。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

環境材料機能学演
習

衣住環境に関連する高分子機能材料の実際を演習を通して
見ていく。最新の機能材料に関する文献を選び、それに基
づき輪講を行う。機能材料の機能発現機構を理解するとと
もに、機能材料設計の考え方を身に付ける。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

衣工学

衣服の製造や機能に関わる先端の工学について論じる。高
機能繊維材料、衣服の衣内気候や運動適合性の最適化、衣
服のデザインや感性的側面への工学的アプローチなどにつ
いて見る。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

衣工学演習

衣服製造に関わる技術に関して、文献輪講などを行い、最
新の技術動向を知る。また衣服に対して現在ある社会的な
ニーズを調べ、それらに対する工学的視点からの対応を考
える。具体例としては、高齢化社会に向けての衣服設計な
ど。
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専
門
科
目
群

奈良女
子大学

人間情報学

人間情報学は、人間とそれをとりまく環境から発せられる

あらゆる情報を対象とする新しい学問であり、センシング

からサービスサイエンスまで幅広い情報の学際融合による

高度利用と社会応用を目的とする点で、生活工学と極めて

親和性が高い。本講義では、文献の輪読と質疑応答を中心

に、こうした人間情報学の考え方を理解する。

具体的には、最新論文及び学会誌等に掲載された専門解説

記事を毎回一つとりあげ、その技術背景や研究手法、成果

などについて教員が解説しつつ、参加者全員で議論と理解

を深めるインタラクティブ授業である。事前に論文や記事

は指定・配布されるので予習を行い、授業中質疑応答に積

極的に参加し、授業後それぞれが毎回のテーマについてま

とめたレポートを提出する形式で理解の深化をはかる。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

人間情報学演習

人間情報学の講義で興味を持った対象について、論文精
読、評価実験など自ら調査研究した結果を報告し、質疑応
答によって理解を深める。
担当教員と相談の上で、フィールドワークやコンテンツ制
作、ハードやソフトの製作実験に最終プレゼンテーション
を含めた総合演習形式を選択することもできるので、事前
に相談の上で受講すること。

集中

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

知能情報処理論

人間や生活環境などに対するデータに隠れた性質やパター
ンを見つけ出して有効に活用する際に必要となる、サポー
トベクターマシンに代表される教師あり学習手法やk-近傍
法に代表される教師なし学習手法など、機械学習やパター
ン認識における最新の手法について学ぶ。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

知能情報処理論演
習

知能情報処理論で学んだ手法を人間や生活環境などに対す
るデータに適用し処理することを通じて、自らの研究手
法、評価方法について検討し、ディスカッションする。

集中

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

五感情報処理論

人間は五感を通して外界を認識することにより生活を実現
しており、生活工学の設計において五感の知覚メカニズム
の理解は欠かせない。本講義では、五感の知覚メカニズム
の基礎について、神経生理学と心理物理学の側面から理解
する。さらに、単一の感覚における錯覚現象や、多感覚間
相互作用について考察する。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

五感情報処理論演
習

人間の五感知覚メカニズムを理解することで、生活に関わ
る様々な装置・環境を適切に設計できる能力を身に付け
る。特に、錯覚や多感覚間相互作用は、設計の簡略化や合
理化において大きな役割を果たす。研究・製品事例を分析
することで、五感情報と生活の関わりを考察する。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

実世界計算機論

計算機技術の普遍化にともない、人々の生活に密着した計
算機利用形態が一般的になりつつある。
従来、画面の中でGUIによりインタラクションしていた計算
機から、携帯型計算機、ウェアラブル計算機、環境組み込
み計算機、日用品としての計算機などの利用により可能に
なった、実世界の人や物の情報や状況を利用した計算機利
用と人とのインタラクションについて、本講義では解説
し、その実現手法を学び、将来の可能性を考察する。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

実世界計算機論演
習

同演習では、実世界での計算機利用とインタラクションに
ついて、その手法を体験し、可能性について討論する。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

環境生理心理論

生活環境の及ぼす人間生活への生理的心理的行動的影響に
ついて、人間工学的視点で検討した学術雑誌や専門書を主
な題材として輪読を行い、最先端の知識を習得し、科学的
思考能力を養成する。
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専
門
科
目
群

奈良女
子大学

環境生理心理論演
習

生活環境の人間生活への影響に関する実験やフィールド調
査等を取り上げ、学術雑誌や専門書を主な題材として輪読
と討論を行い、科学的思考と問題解決能力を養成し、生活
工学デザインへの応用事例を考察する。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

建築材料性能特論

建築材料に要求される諸性能のうち、建築各部位に特徴的
な性能について講述する。さらに、建築材料に関する既往
の研究報告を例題にしながら建築にかかわる人間工学に関
する知識を習得するとともに、研究手法や研究成果につい
て考究する。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

建築材料性能演習

建築材料性能特論の講義内容に関連して、建築材料の性能
評価に関する既往の研究報告を例題にしながら研究例や実
験例をもとに演習を行い、講義内容の理解を深めると同時
に性能評価の研究に関する実践的な知識や技術を習得す
る。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

居住空間構成計画
論

持続可能な地域社会の発展を考える上で、既存の居住環境
の再生は必須の要件であり、実際、各地で実践的な事例が
見られる。この科目では、住宅から都市環境に至る様々な
スケールの居住環境を対象に、対象地域の歴史的形成過
程、再評価と課題抽出、様々なステークホルダーとの関係
など、再生計画作成フローの理論化・適正化を検討する。

専
門
科
目
群

奈良女
子大学

居住空間構成計画
論演習

奈良及び周辺地域をフィールドに、歴史的建造物・町並み
及び一般的な既成市街地の再生について、自治体・地域の
住民・専門家と連携しながら、具体的な調査・再評価と課
題抽出・再生計画作成を行い、計画作成に関わる専門性の
高い実践的な能力を習得させる。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

環境衛生工学特論

水の消毒技術や物理化学的水処理、水使用量調査に関して
最新情報を含めて講義する。わが国で実施されている事例
について解説し、その特徴および問題点などを明確にして
いく。水の消毒技術や物理化学的水処理、水使用量調査に
関して基本的知識から最新情報までを理解し、説明できる
能力を身につける。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

環境衛生工学演習

水の消毒技術や物理化学的水処理、水使用量調査分野に関
する最新の研究文献を読み、要点をまとめるとともに、疑
問点、問題点などを抽出する。演習ではこれらについてレ
ポートするとともに、抽出された疑問点について議論す
る。抽出された問題点については、その解決方法を具体的
な研究計画として提案する。水の消毒技術や物理化学的水
処理、水使用量調査に関する実験演習を計画し、遂行する
能力を習得する。

集中

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

ライフサイクルア
セスメント

環境評価手法、LCAに関し最新情報を含めて講義する。国内
外で実施されている事例について解説し、その特徴及び問
題点などを明確にする。ケーススタディー例を紹介すると
ともに、事例間で比較しながら、環境評価の適用性などに
ついても深く学ぶ。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

ライフサイクルア
セスメント演習

コンピュータを用いた数値解法やシミュレーションを学ぶ
ことにより、LCA手法を実際に行う技術を身に付ける。さら
にそれらに関するケーススタディーを独自に立案し、リス
ク評価及びLCAを実践する。その過程において実用的な知識
として身に付ける。

集中

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

建築計画論

古典的な建築計画学の手法を見直した上で、環境心理学や
質的調査手法など、最新の知見に関する知識も学び、多角
的な建築計画学研究の視点を習得する。講義前半では、計
画言論など古典的な建築計画学の手法をレビューし、後半
では環境心理学や質的調査手法などについて学び、またそ
の融合手法について考える。
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専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

建築計画論演習

質的・量的手法の両者を用い、実際のフィールドにおいて
建築計画学の視点から演習ならびに調査を行う。講義前半
では調査手法の確認と調査対象の選定を行い、その後実際
のフィールドにて調査を実施、最終的に調査結果のまとめ
とプレゼンテーションを行う。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

建築環境論

本講義では、建築の環境に関する諸要求を、工学的手法を
用いて的確に把握し、それらに基づいて環境とプランニン
グの関連性や材料選択などを検討する。快適性の実現と環
境共生という両観点から、建築に求められる環境性能を検
討する。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

建築環境論演習

音(聴覚)、色(視覚)、温熱環境について、人間の知覚や認
知、行動を中心に実験や調査を行い、それらを建築の計画
へ展開する手法を試みる。居住空間の環境要素の把握方法
及び建築設備との関連を、工学的視点から検討する。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

建築設計学

本講義は具体的な建築群を対象とし、社会背景、建設技術
をふまえ、それらの意匠の特徴を分析、建築に表された美
の概念や空間理念を考察する。建築設計の理論、ならびに
建築意匠の分析について、論文講読や文献講読を主とした
講義及び輪講を行う。建築の設計に有効な知識及び技術を
修得する。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

建築設計学演習

建築の設計について、演習ならびに調査を行うことにより
実践的な知識と技術を養う。傑作といわれる建築作品が創
造された過程を、実践と思考の相互作用としてとらえ、調
査分析する。そのうえで具体的な実作の設計の実践を理論
的に分析、評価する。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活支援工学

少子高齢社会に進む流れの中、誰にでも使いやすい生活支
援技術が求められる。本講義では、医療や福祉の現場、さ
らには、家庭で役立つ機器やシステムの開発に関して講義
する。具体的には、リハビリテーション工学、福祉工学、
健康工学、医用工学、生体計測などの開発テーマを中心に
解説を行う。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活支援工学演習

生活支援工学の実践においては、Quality of Lifeの向上を
はかりつつ、ユーザに優しい(侵襲の低い)機器システムを
開発する必要がある。そのためには試作システムを現場・
臨床に持ち込んで評価する必要がある。生活支援工学の講
義で解説した開発テーマからひとつを選び、具体的な課題
を設定した演習形式講義を行う。

集中

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活環境史特論

人類誕生以来の衣・食・住の歴史について、環境変動及び
人類の移動・拡散に伴う身体の進化や文化の進歩を踏まえ
て捉え、それらの関連について理解を深める。これらを解
明するために、遺跡から出土した考古学的資料について、
理化学的な手法を用いて分析した研究例が数多くある。そ
のような研究例をいくつか挙げ、手法の原理についても学
ぶ。また、過去の環境変動に関しては、どのようなものが
資料となり、どのような分析方法により何がわかるか、結
果の解釈の仕方に至るまでを学ぶ。

専
門
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活環境史演習

人類誕生以来の衣・食・住の歴史について、環境変動及び
人類の移動・拡散に伴う身体の進化や文化の進歩を踏まえ
て捉え、それらの関連について理解を深めるため、それら
に関する研究論文を読みこなす力を養う。衣・食・住の具
体的な歴史的証拠についての研究例を用い、資料、分析方
法、解釈について読み取るともに、論文としての記述の仕
方を含めて演習する。さらに、同様の手法を用いて、どの
ようなことを解明しうるかについてもアイデアを出し合
う。
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専
門
応
用
科
目
群

奈良女
子大学

生活工学研究プロ
ジェクトA

研究に関連する「いのちを守るデザイン」「持続可能性の
デザイン」に関したプロジェクトに参加し、生活工学に関
する科学的思考能力を育て、問題解決能力を養う。担当者
は受講する学生の主指導教員・副指導教員を中心とした3名
以上とする。
主に奈良女子大学の施設設備を用いて実施する。

集中

専
門
応
用
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活工学研究プロ
ジェクトB

各受講生の関心に沿ったトピックを取り上げ、そのトピッ
クが関わる生活上の問題の所在を明らかにした上で、研究
目的・方法を設定し、必要な実験を行った上で、データを
解析し考察を行う。課題解決方法を具体的に提案し有効性
を示すことが目標となる。担当者は受講する学生の主指導
教員・副指導教員を中心とした3名以上とする。主にお茶の
水女子大学の施設設備を用いて実施する。

集中

専
門
応
用
科
目
群

奈良女
子大学

生活工学研究プレ
ゼンテーションA

研究課題についての討論を通じ、適切に研究目的や研究方
法等を伝え、研究成果を学術論文や学会発表として公表す
るための情報発信力の基礎を身に付ける。担当者は受講す
る学生の主指導教員・副指導教員を中心とした2名以上とす
る。
主に奈良女子大学の施設設備を用いて実施する。

集中

専
門
応
用
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活工学研究プレ
ゼンテーションB

研究課題についての討論を通じ、適切に研究目的や研究方
法等を伝え、研究成果を学術論文や学会発表として公表す
るための情報発信力の基礎を身に付ける。担当者は受講す
る学生の主指導教員・副指導教員を中心とした2名以上とす
る。
主にお茶の水女子大学の施設設備を用いて実施する。

集中

専
門
応
用
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活工学デザイン
ワークショップ
（LIDEE実践）

前期課程で実施する生活工学デザインワークショップ
(LIDEE)においてワークショップを主催する。すなわち、受
講者の活動分野・内容に応じてワークショップのテーマを
考案するとともに、主催側立場として、参加者に適切な
ワークショップを実践させる能力を涵養する。科学技術に
関する知識を活用し、人間の行動や生活を中心とした
(Human Centered) ライフ・イノベーションの創造プロセス
を学ぶ。

集中

専
門
応
用
科
目
群

お茶の
水女子
大学

生活工学３Dデジ
タルデザイン演習

具体的な製品開発のためCAD能力を身に付ける。加えて、３
DプリンタやNC工作機械による試作製造演習も実施する。実
習に並行し加工材料(金属、樹脂など)に関する知識も学
ぶ。機械工作現場の見学も実施することで、物作りの環境
を肌身で感じ取る。
(18 太田，21 長澤，26 元岡)
第１回　序論
第２．３回　CAD演習(vector works)
第４回　企業におけるCAD活用の概況
第５・６回　３Dデザイン演習(Real Time Technologyによ
る3Dビジュアライゼーション)
第７回　企業における３Dデザインの概況
第８・９回　３D加工演習(加工データの作製)
第10回　企業における試作加工の概況
第11・12回　３Dプリンタ演習
第13回　企業における３Dプリンタの活用概況
第14回　製造現場見学
第15回　まとめ

集中

専
門
応
用
科
目
群

奈良女
子大学

インターンシップ
プロジェクトA

生活工学の課題とする「いのちを守るデザイン」「持続可
能性のデザイン」に関する企業、団体等でのインターン
シップを行う事により、生活工学の研究成果の社会貢献や
社会・生活への展開について学び、実践能力を養う。実習
期間は最低２週間とする。主に奈良女子大学の研究課題
（素材・情報・建築・環境）の関連施設等へのインターン
シップとする。

複数担当・
休業中集中

専
門
応
用
科
目
群

お茶の
水女子
大学

インターンシップ
プロジェクトB

生活関連企業・研究機関・官公庁にてインターンシップを
行い、報告会にて研修内容を発表する。研修終了後はレ
ポートを提出するとともに、報告会にて研修内容を発表す
る。研修内容に関しては、生活工学関連分野、とくに、受
講者 の博士論文の内容に関連するテーマを選定する事が求
められる。

複数担当・
休業中集中
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学生は指導教員と良く相談の上、自らの研究テーマを決
め、テーマに関する関連論文の講読や学習を通して、実
験・測定・解析などを行う手法を学び、科学的な態度で研
究を遂行する態度を養う。国内外の関連学会発表、国内外
の関連学会論文作成を行う。また、それらの成果を博士論
文としてまとめ、提出・発表する。
教員は、これら各段階における適切な講義・アドバイス・
実験・測定等の教授活動を通して、研究が円滑に行われ、
科学的に解析し、成果を様々な形で社会に発信できるよ
う、指導と援助を行う。

(奈良女子大学)
(2 黒子弘道)高分子・繊維の高次構造と物性・機能に関す
る研究指導および論文作成指導を行う。
(6 佐野奈緒子)繊維表面の化学状態と機能に関して表面科
学の観点から研究指導および論文作成指導を行う。
(9 橋本朋子)生活の質「QOL」を向上させる機能性材料の工
学的アプローチによる設計・合成・評価に関する研究指
導、及び論文作成指導を行う。
(3 才脇直樹)日々の生活を支える各種情報処理技術につい
て、人間情報学の観点からシステム設計・開発及びデザイ
ンや分析・評価等の研究に取り組み、論文を作成するため
の指導をおこなう。
(8 佐藤克成)快適な衣環境を実現するための、五感に関す
る知覚特性解明とインタフェース設計に関する研究の実
践、指導および論文作成指導を行う。
(5 吉田哲也)人間や生活環境などに対するデータを有効に
活用するために、数理的なデータ解析および活用に関する
知能情報学的研究の実践、指導および論文作成指導をおこ
なう。
(1 久保博子)健康で快適な人間生活を創造するために、温
熱環境、睡眠環境、居住空間の人間への影響と生活環境改
善に関する人間工学的研究の実践、指導および論文作成指
導をおこなう。
(7 工藤瑠美)安全で快適な生活空間を構成する建築部位・
部材の性能評価方法に関する研究指導および論文作成指導
を行う。
(4 藤田盟児)持続可能で文化的な生活環境を構成するため
の理論構築のために、居住空間の歴史的研究と美学・意匠
学的研究のいずれかの実践、指導および論文作成指導をお
こなう。

(お茶の水女子大学)
(18 太田裕治)生活支援技術には低侵襲性が求められる。医
用工学，リハビリテーション工学，福祉工学，健康工学，
生体計測を中心に、Quality of Life向上のための各種生活
支援技術の開発に関する研究指導および論文作成指導をお
こなう。
(19 仲西正)生活環境向上に寄与できる機能性高分子材料の
開発と機能発現機構の解明をテーマとする。具体的には、
低分子と高分子間の相互作用を応用した、消臭機能材料、
分離機能材料、高分子ゲル材料など関する実験的、物理化
学的検討に関して研究指導および論文作成指導を行う。
(20 大瀧雅寛)安全な生活環境の構築には、病原や有害物質
によるリスク管理や十分な水資源供給システムの管理が求
められる。水の消毒技術、高度酸化処理技術、健康リスク
評価、水需要予測といった内容の研究指導および論文作成
指導を行う。
(21 長澤夏子)建築や都市空間の構築には、人間の行動や快
適性・健康性といった生活の視点が重要である。建築人間
工学的なアプローチで行動調査やシミュレーション、心
理・生理計測など、人間中心の環境デザインに関する研究
指導および論文作成指導をおこなう。
(22 近藤恵)人間の生活について、利便性を追求するだけで
なく、より深く考察する力を養うため、人類誕生以来の
衣・食・住の歴史について、環境変動および人類の移動・
拡散に伴う身体の進化や文化の進歩を踏まえて捉えなが
ら、衣・食・住に関する具体的な歴史的証拠に関する研究
指導および論文作成指導をおこなう。

奈良女
子大学/
お茶の
水女子
大学

生活工学特別研究
（博士）
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別記様式第２号（その３の１）

（奈良女子大学大学院人間文化研究科生活工学共同専攻　博士後期課程）

科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

基
礎
科
目
群

生活工学特別ゼミ
ナールA

生活工学に関わる工学及び家政学分野の学問領域の有機的な統合
をはかり、広い視野にたち、人間生活における諸問題について、
研究を踏まえゼミナール形式で考察する。学術誌や専門書を主な
題材として輪読と討論を行うことで、最先端の知識を習得し、高
度な専門性を身に付ける。担当者は奈良女子大学の受講する学生
の主指導教員・副指導教員を中心とした3名以上とする。

基
礎
科
目
群

生活工学特別講義
A(発展）

生活工学に関わる最新の話題について、大学や企業等の最先端の
研究者等による講義。「いのちを守るデザイン」に関する最先端
の研究成果や研究手法などを学び、討論することにより、科学的
態度を養い、最先端の知識を得る。奈良女子大学の研究関連の研
究者を主に、非常勤とする。
第１回　（1 久保博子/１回）健康に関するメーカーの研究事例を
ゲストスピーカーを交えて紹介する。
第２回　（12 石丸園子/１回）繊維メーカにおける快適性研究の
例など最先端研究について学ぶ。
第３回　（12 石丸園子/2回）繊維メーカの研究所で実際に使用さ
れている各種装置について学ぶ。
第４回　（3 才脇直樹・13 坂巻匡彦/１回）いのちを守るインタ
ラクション・デザインについて、最新製品を教材として各人のア
イディアを練る。
第５回　（3 才脇直樹・13 坂巻匡彦/2回）前回まとめたアイディ
アを元に、教材を用いてデザイン設計を行う。
第６回　（3 才脇直樹・13 坂巻匡彦/3回）各受講者の作品につい
て発表と講評を行う。
第７回　（16 本田麻由美/１回）ガンや認知症、関連する行政政
策・福祉・介護問題などを教材として、実際に記事の制作を各受
講者が試みるライティング指導を行う。
第８回　（16 本田麻由美/2回）前回制作した各受講者の記事につ
いて添削・講評を行うと共に、いのちを守る未来の暮らしのあり
方・デザインについて議論を深める。

オムニバス
方式・隔年

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要 （ 共 同 学 科 等 ）

奈良女子大学北魚屋地区 
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基
礎
科
目
群

生活工学特別講義　
Ç(発展）

生活工学に関わる最新の話題について、大学や企業等の最先端の

研究者等による講義。「持続可能性のデザイン」に関する最先端

の研究成果や研究手法などを学び、討論することにより、科学的

態度を養い、最先端の知識を得る。奈良女子大学の研究関連の研

究者を主に、非常勤とする。

第１回　（1 久保博子/１回）住環境に関するメーカーの研究事例

を、ゲストスピーカーを交えて紹介する。

第２回　（17 佐藤宏介/１回）日々の生活を支える最先端の生活

環境／状況センシング技術とその応用例を紹介する。

第３回　（17 佐藤宏介/２回）文化や歴史、あるいは人間の感性

といった分野にも応用できる学際的な計測・表示技術や研究例に

ついて紹介する。

第４回　（3 才脇直樹/１回）生活の中に音や音楽をなじませるサ

ウンドスケープについて、ゲストスピーカーを交えて作曲の立場

から解説する。

第５回　（3 才脇直樹/２回）音楽や音が人間の心理に与える効果

について紹介し、また様々な実例に基づき、ゲストスピーカーを

交えて持続可能性のメディアデザインとは何かを議論する。

第６回　（14 Julia Cassim（平成29年度まで）・3 才脇直樹（平

成30年度以降）/１回）インクルーシブ・デザインの実例を分析し

つつ、受講者自身にも持続可能性のデザインを提起させ、ディス

カッションすることで理解を深める。

第７回　（14 Julia Cassim（平成29年度まで）・3 才脇直樹（平

成30年度以降）/２回）同上について、２回目を実施する事で、よ

り多くの学生の提案をとりあげディスカッションの対象とする。

第８回　（15 杉山幸正/１回）ブライダル企業を例に、環境に配

慮しユーザのニーズに応える持続可能なコミュニティ形成につい

て考える。

オムニバス
方式・隔年

基
礎
科
目
群

技術者倫理(発
展）

学術データの改竄・捏造や企業の不祥事が報道されない日はな

い。世の中が専門化するとともに複雑化し、俯瞰的に物事が見ら

れなくなるとともに倫理観も損なわれていく。結果的に引き起こ

される様々な問題に対処すべく、各種の法律が整備されてきた。

本講義では、様々な法律や事例をとりあげながら、誇り高い社会

人、研究者・技術者にふさわしい倫理観を涵養する。

博士前期課程の技術者倫理では問題を理解するための基礎知識の

取得に取り組んだが、本講義はその発展として関連する各種法律

を概観し、技術者倫理との関連性について事例に基づき理解を深

める。

(3 才脇直樹/4回)　ガイダンス及び、法令遵守と倫理、内部告発

と公益通報者保護法、知的財産権と倫理について講述する。

(2 黒子弘道/4回)　独占禁止法、不正競争防止法、労働法と倫理

についての講述及び事例学習、まとめ

基
礎
科
目
群

知的財産論(発
展）A

日本においても、産官学連携の推進政策が数多く出され、その重

要性が認識され始めてから久しい。しかし、日本の政策は、米国

のスタンフォード大学等を中心とする成功モデルの踏襲に力を注

いできた側面があった。しかしながら、米国の成功モデルの追随

のみでは、真に日本の産学連携は促進できないと思われる。そこ

で、スタンフォード大学、ＭＩＴ（マサチューセッツ工科大

学）、コーネル大学、その他著名海外大学の産学連携モデルを分

析し、経済産業省や特許庁のプロジェクトや、米国、欧州、イン

ドにおける産官学連携への参加、大学の技術移転機関の実態調査

などの研究成果を踏まえ、日本において必要とされている産学連

携モデルとはどのようなものなのかを受講生とともに議論、検討

する。なお、配布する資料、指定した文献に基づき講義する。

専
門
科
目
群

繊維素材分子論

繊維素材の力学特性、熱特性、吸水性等の諸物性は繊維の高次構

造に大きく依存する。固体高分解能ＮＭＲ測定により得られる化

学シフトだけでなく、量子化学計算(理論計算)により得られる化

学シフトの情報を併用する事によりさらに詳細な高次構造に関す

る情報を引き出す事ができる。また、磁気緩和時間測定から得ら

れた分子運動性の情報が得られる事から、磁気緩和時間の情報を

基に、化学シフトの理論計算を併用した高分子鎖の詳細な高次構

造の解析方法を講述する。
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専
門
科
目
群

繊維素材分子論演
習

繊維素材に関する国内外の研究論文を講読し、その内容について
議論、討論を行う。

専
門
科
目
群

繊維構造解析論

繊維素材の表面及び表層における化学状態や形状は素材の特性に
大きく反映する。その繊維となりうる様々な高分子表面の微細形
状、官能基の分布状態等について主に表面分析法から得られる
データから組織的、理論的にナノ領域での繊維構造ならびに生じ
る現象について講述、議論する。

専
門
科
目
群

繊維構造解析論演
習

繊維素材の特性及び構造を議論している主だった論文及び関連す
る文献から、表面分析法を含めたその評価法となる分析法のデー
タの解釈力、素材への考察力をつける。また、その繊維構造につ
いても理解を深め、その有用性、新規性、発展性に関して討論す
る。

専
門
科
目
群

生体材料物性

今日医療や介護、またヘルスケアの分野において用いられている
生体材料について概説する。治癒を促進するもの、人間が本来も
つ自然治癒力を補助するもの、生体機能を代替するもの、外部の
刺激から生体を守るものなど、生体材料の役割・作用は多岐に
渡っていることを例示する。これら生体材料の諸物性、また水と
の相互作用など、生体と関わる際に重要となる物性について分子
レベルでの理解を目指し講述、議論する。

専
門
科
目
群

生体材料物性演習

各分野において用いられている生体材料に関する最新の学術論文
を講読し、新規生体材料の物性とその機能との関わりについて分
子レベルで理解することを目的とする。新規生体材料の原料、合
成・調整法、また評価・解析法について深く学び、各分野の背景
をふまえた上で得られた結果について客観的に考察する。そして
新規生体材料の有用性、発展性、さらに問題点、改善点について
の討論を行う。

専
門
科
目
群

人間情報学

人間情報学は、人間とそれをとりまく環境から発せられるあらゆ
る情報を対象とする新しい学問であり、センシングからサービス
サイエンスまで幅広い情報の学際融合による高度利用と社会応用
を目的とする点で、生活工学と極めて親和性が高い。本講義で
は、文献の輪読と質疑応答を中心に、こうした人間情報学の考え
方を理解する。
具体的には、最新論文及び学会誌等に掲載された専門解説記事を
毎回一つとりあげ、その技術背景や研究手法、成果などについて
教員が解説しつつ、参加者全員で議論と理解を深めるインタラク
ティブ授業である。事前に論文や記事は指定・配布されるので予
習を行い、授業中質疑応答に積極的に参加し、授業後それぞれが
毎回のテーマについてまとめたレポートを提出する形式で理解の
深化をはかる。

専
門
科
目
群

人間情報学演習

人間情報学の講義で興味を持った対象について、論文精読、評価
実験など自ら調査研究した結果を報告し、質疑応答によって理解
を深める。
担当教員と相談の上で、フィールドワークやコンテンツ制作、
ハードやソフトの製作実験に最終プレゼンテーションを含めた総
合演習形式を選択することもできるので、事前に相談の上で受講
すること。

集中

専
門
科
目
群

知能情報処理論

人間や生活環境などに対するデータに隠れた性質やパターンを見
つけ出して有効に活用する際に必要となる、サポートベクターマ
シンに代表される教師あり学習手法やk-近傍法に代表される教師
なし学習手法など、機械学習やパターン認識における最新の手法
について学ぶ。

専
門
科
目
群

知能情報処理論演
習

知能情報処理論で学んだ手法を人間や生活環境などに対するデー
タに適用し処理することを通じて、自らの研究手法、評価方法に
ついて検討し、ディスカッションする。

集中
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専
門
科
目
群

五感情報処理論

人間は五感を通して外界を認識することにより生活を実現してお
り、生活工学の設計において五感の知覚メカニズムの理解は欠か
せない。本講義では、五感の知覚メカニズムの基礎について、神
経生理学と心理物理学の側面から理解する。さらに、単一の感覚
における錯覚現象や、多感覚間相互作用について考察する。

専
門
科
目
群

五感情報処理論演
習

人間の五感知覚メカニズムを理解することで、生活に関わる様々
な装置・環境を適切に設計できる能力を身に付ける。特に、錯覚
や多感覚間相互作用は、設計の簡略化や合理化において大きな役
割を果たす。研究・製品事例を分析することで、五感情報と生活
の関わりを考察する。

専
門
科
目
群

環境生理心理論

生活環境の及ぼす人間生活への生理的心理的行動的影響につい
て、人間工学的視点で検討した学術雑誌や専門書を主な題材とし
て輪読を行い、最先端の知識を習得し、科学的思考能力を養成す
る。

専
門
科
目
群

環境生理心理論演
習

生活環境の人間生活への影響に関する実験やフィールド調査等を
取り上げ、学術雑誌や専門書を主な題材として輪読と討論を行
い、科学的思考と問題解決能力を養成し、生活工学デザインへの
応用事例を考察する。

専
門
科
目
群

建築材料性能特論

建築材料に要求される諸性能のうち、建築各部位に特徴的な性能
について講述する。さらに、建築材料に関する既往の研究報告を
例題にしながら建築にかかわる人間工学に関する知識を習得する
とともに、研究手法や研究成果について考究する。

専
門
科
目
群

建築材料性能演習

建築材料性能特論の講義内容に関連して、建築材料の性能評価に
関する既往の研究報告を例題にしながら研究例や実験例をもとに
演習を行い、講義内容の理解を深めると同時に性能評価の研究に
関する実践的な知識や技術を習得する。

専
門
科
目
群

居住空間構成計画
論

持続可能な地域社会の発展を考える上で、既存の居住環境の再生
は必須の要件であり、実際、各地で実践的な事例が見られる。こ
の科目では、住宅から都市環境に至る様々なスケールの居住環境
を対象に、対象地域の歴史的形成過程、再評価と課題抽出、様々
なステークホルダーとの関係など、再生計画作成フローの理論
化・適正化を検討する。

専
門
科
目
群

居住空間構成計画
論演習

奈良及び周辺地域をフィールドに、歴史的建造物・町並み及び一
般的な既成市街地の再生について、自治体・地域の住民・専門家
と連携しながら、具体的な調査・再評価と課題抽出・再生計画作
成を行い、計画作成に関わる専門性の高い実践的な能力を習得さ
せる。

専
門
応
用
科
目
群

生活工学研究プロ
ジェクトA

研究に関連する「いのちを守るデザイン」「持続可能性のデザイ
ン」に関したプロジェクトに参加し、生活工学に関する科学的思
考能力を育て、問題解決能力を養う。担当者は受講する学生の主
指導教員・副指導教員を中心とした3名以上とする。
主に奈良女子大学の施設設備を用いて実施する。

集中

専
門
応
用
科
目
群

生活工学研究プレ
ゼンテーションA

研究課題についての討論を通じ、適切に研究目的や研究方法等を
伝え、研究成果を学術論文や学会発表として公表するための情報
発信力の基礎を身に付ける。担当者は受講する学生の主指導教
員・副指導教員を中心とした2名以上とする。
主に奈良女子大学の施設設備を用いて実施する。

集中
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専
門
応
用
科
目
群

インターンシップ
プロジェクトA

生活工学の課題とする「いのちを守るデザイン」「持続可能性の
デザイン」に関する企業、団体等でのインターンシップを行う事
により、生活工学の研究成果の社会貢献や社会・生活への展開に
ついて学び、実践能力を養う。実習期間は最低２週間とする。主
に奈良女子大学の研究課題（素材・情報・建築・環境）の関連施
設等へのインターンシップとする。

複数担当・
休業中集中

学生は指導教員と良く相談の上、自らの研究テーマを決め、テー
マに関する関連論文の講読や学習を通して、実験・測定・解析な
どを行う手法を学び、科学的な態度で研究を遂行する態度を養
う。国内外の関連学会発表、国内外の関連学会論文作成を行う。
また、それらの成果を博士論文としてまとめ、提出・発表する。
教員は、これら各段階における適切な講義・アドバイス・実験・
測定等の教授活動を通して、研究が円滑に行われ、科学的に解析
し、成果を様々な形で社会に発信できるよう、指導と援助を行
う。

（奈良女子大学）

（2 黒子弘道）高分子・繊維の高次構造と物性・機能に関する研

究指導および論文作成指導を行う。

（6 佐野奈緒子）繊維表面の化学状態と機能に関して表面科学の

観点から研究指導および論文作成指導を行う。

（9 橋本朋子）生活の質「QOL」を向上させる機能性材料の工学的

アプローチによる設計・合成・評価に関する研究指導、及び論文

作成指導を行う。

（3 才脇直樹）日々の生活を支える各種情報処理技術について、

人間情報学の観点からシステム設計・開発及びデザインや分析・

評価等の研究に取り組み、論文を作成するための指導をおこな

う。

（8 佐藤克成）快適な衣環境を実現するための、五感に関する知

覚特性解明とインタフェース設計に関する研究の実践、指導およ

び論文作成指導を行う。

（5 吉田哲也）人間や生活環境などに対するデータを有効に活用

するために、数理的なデータ解析および活用に関する知能情報学

的研究の実践、指導および論文作成指導をおこなう。

（1 久保博子）健康で快適な人間生活を創造するために、温熱環

境、睡眠環境、居住空間の人間への影響と生活環境改善に関する

人間工学的研究の実践、指導および論文作成指導をおこなう。

（7 工藤瑠美）安全で快適な生活空間を構成する建築部位・部材

の性能評価方法に関する研究指導および論文作成指導を行う。

（4 藤田盟児）持続可能で文化的な生活環境を構成するための理

論構築のために、居住空間の歴史的研究と美学・意匠学的研究の

いずれかの実践、指導および論文作成指導をおこなう。

生活工学特別研究
（博士）
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別記様式第２号（その３の１）

（お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科生活工学共同専攻　博士後期課程）

科
目
区

授業科目の名称 講義等の内容 備考

基
礎
科
目
群

生活工学特別ゼミ
ナールB

生活工学に関わる工学及び家政学分野の学問領域の有機的な統合
をはかり、広い視野にたち、人間生活における諸問題について、
研究を踏まえゼミナール形式で考察する。学術誌や専門書を主な
題材として輪読と討論を行うことで、最先端の知識を習得し、高
度な専門性を身に付ける。担当者はお茶の水大学の受講する学生
の主指導教員・副指導教員を中心とした３名以上とする。

基
礎
科
目
群

生活工学特別講義
B(発展）

生活工学関連の各研究分野(主に、人間工学，情報工学，材料)に

おいて、大学や企業、研究機関にて行われている研究内容を理解

する。また、各分野における課題解決手法・評価手法についても

学ぶ。生活工学に関わる最新の話題に関し、担当教員が講義する

とともに、大学や企業、研究機関等の研究者等による研究事例紹

介を行う。

第１回(全教員／1回)イントロダクションおよびガイダンス

第２回(18 太田／1回)人間工学分野における研究事例紹(1)

第３回(22 近藤／1回)人間工学分野における研究事例紹(2)

第４回(25 椎尾／1回)情報工学分野における研究事例紹(1)

第５回(25 椎尾／2回)情報工学分野における研究事例紹(2)

第６回(19 仲西／1回)材料分野における研究事例紹介(1)

第７回(19 仲西／2回)材料分野における研究事例紹介(2)

第８回(全教員／2回)総括

(全教員/2回)イントロダクション，まとめ

(18 太田/1回)人間工学分野における研究事例

(22 近藤/1回)人間工学分野における研究事例

(25 椎尾/2回)情報工学分野における研究事例

(19 仲西/2回)材料分野における研究事例

オムニバス
方式・隔年

基
礎
科
目
群

生活工学特別講義
D(発展）

生活工学関連の各研究分野(主に，環境工学，建築学)において、

大学や企業、研究機関にて行われている研究内容を理解する。ま

た、各分野における課題解決手法・評価手法についても学ぶ。生

活工学に関わる最新の話題に関し、担当教員が講義するととも

に、大学や企業、研究機関等の研究者等による研究事例紹介を行

う。

第１回(全教員)イントロダクションおよびガイダンス

第２回(20 大瀧／1回)環境工学分野における研究事例紹(1)

第３回(20 大瀧／2回)環境工学分野における研究事例紹(2)

第４回(20 大瀧／3回)環境評価分野における研究事例紹(3)

第５回(21 長澤／1回)建築設計分野における研究事例紹(1)

第６回(21 長澤／2回)建築計画分野における研究事例紹(2)

第７回(26 元岡／1回)建築環境分野における研究事例紹介

第８回(全教員)総括

(全教員/2回)イントロダクション，総括

(20 大瀧/3回)環境工学分野・環境評価分野における研究事例

(21 長澤/2回)建築設計分野における研究事例

(26 元岡/1回)建築環境分野における研究事例

オムニバス
方式・隔年

基
礎
科
目
群

研究者倫理（発
展）

専門的な知識や技能と同様に、倫理は専門職としての研究者に
とって不可欠な基盤の一つである。本講義では、具体的な事例を
交えながら、研究者として研究活動を行う上で必要な研究者倫理
について学ぶ。また、ケーススタディを通じて倫理的問題への対
応方法について検討する。

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要 （ 共 同 学 科 等 ）

お茶の水女子大学大塚キャンパス 
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基
礎
科
目
群

知的財産論(発
展）B

生活工学諸分野における研究開発と知的財産管理・活用の結びつ
きについて概説する。また、情報検索・分析によって、研究推進
のために特許情報を活用する方法を解説する。　
 


専
門
科
目
群

環境材料機能学

衣住環境に関連する高分子機能材料について論じる。高分子材料
の機能化に関わる基礎的な物理化学的事項についてまず概説し、
いくつかの新しい機能材料をトピック的に取り扱う。高分子中の
低分子の収着拡散現象、静電相互作用、疎水性相互作用、反応場
としての高分子などを考える。

専
門
科
目
群

環境材料機能学演
習

衣住環境に関連する高分子機能材料の実際を演習を通して見てい
く。最新の機能材料に関する文献を選び、それに基づき輪講を行
う。機能材料の機能発現機構を理解するとともに、機能材料設計
の考え方を身に付ける。

専
門
科
目
群

衣工学

衣服の製造や機能に関わる先端の工学について論じる。高機能繊
維材料、衣服の衣内気候や運動適合性の最適化、衣服のデザイン
や感性的側面への工学的アプローチなどについて見る。

専
門
科
目
群

衣工学演習

衣服製造に関わる技術に関して、文献輪講などを行い、最新の技
術動向を知る。また衣服に対して現在ある社会的なニーズを調
べ、それらに対する工学的視点からの対応を考える。具体例とし
ては、高齢化社会に向けての衣服設計など。

専
門
科
目
群

実世界計算機論

計算機技術の普遍化にともない、人々の生活に密着した計算機利
用形態が一般的になりつつある。
従来、画面の中でGUIによりインタラクションしていた計算機か
ら、携帯型計算機、ウェアラブル計算機、環境組み込み計算機、
日用品としての計算機などの利用により可能になった、実世界の
人や物の情報や状況を利用した計算機利用と人とのインタラク
ションについて、本講義では解説し、その実現手法を学び、将来
の可能性を考察する。

専
門
科
目
群

実世界計算機論演
習

同演習では、実世界での計算機利用とインタラクションについ
て、その手法を体験し、可能性について討論する。

専
門
科
目
群

環境衛生工学特論

水の消毒技術や物理化学的水処理、水使用量調査に関して最新情
報を含めて講義する。わが国で実施されている事例について解説
し、その特徴および問題点などを明確にしていく。水の消毒技術
や物理化学的水処理、水使用量調査に関して基本的知識から最新
情報までを理解し、説明できる能力を身につける。

専
門
科
目
群

環境衛生工学演習

水の消毒技術や物理化学的水処理、水使用量調査分野に関する最
新の研究文献を読み、要点をまとめるとともに、疑問点、問題点
などを抽出する。演習ではこれらについてレポートするととも
に、抽出された疑問点について議論する。抽出された問題点につ
いては、その解決方法を具体的な研究計画として提案する。水の
消毒技術や物理化学的水処理、水使用量調査に関する実験演習を
計画し、遂行する能力を習得する。

集中

専
門
科
目
群

ライフサイクルア
セスメント

環境評価手法、LCAに関し最新情報を含めて講義する。国内外で実
施されている事例について解説し、その特徴及び問題点などを明
確にする。ケーススタディー例を紹介するとともに、事例間で比
較しながら、環境評価の適用性などについても深く学ぶ。

専
門
科
目
群

ライフサイクルア
セスメント演習

コンピュータを用いた数値解法やシミュレーションを学ぶことに
より、LCA手法を実際に行う技術を身に付ける。さらにそれらに関
するケーススタディーを独自に立案し、リスク評価及びLCAを実践
する。その過程において実用的な知識として身に付ける。

集中

44



専
門
科
目
群

建築計画論

古典的な建築計画学の手法を見直した上で、環境心理学や質的調
査手法など、最新の知見に関する知識も学び、多角的な建築計画
学研究の視点を習得する。講義前半では、計画言論など古典的な
建築計画学の手法をレビューし、後半では環境心理学や質的調査
手法などについて学び、またその融合手法について考える。

専
門
科
目
群

建築計画論演習

質的・量的手法の両者を用い、実際のフィールドにおいて建築計
画学の視点から演習ならびに調査を行う。講義前半では調査手法
の確認と調査対象の選定を行い、その後実際のフィールドにて調
査を実施、最終的に調査結果のまとめとプレゼンテーションを行
う。

専
門
科
目
群

建築環境論

本講義では、建築の環境に関する諸要求を、工学的手法を用いて
的確に把握し、それらに基づいて環境とプランニングの関連性や
材料選択などを検討する。快適性の実現と環境共生という両観点
から、建築に求められる環境性能を検討する。

専
門
科
目
群

建築環境論演習

音(聴覚)、色(視覚)、温熱環境について、人間の知覚や認知、行
動を中心に実験や調査を行い、それらを建築の計画へ展開する手
法を試みる。居住空間の環境要素の把握方法及び建築設備との関
連を、工学的視点から検討する。

専
門
科
目
群

建築設計学

本講義は具体的な建築群を対象とし、社会背景、建設技術をふま
え、それらの意匠の特徴を分析、建築に表された美の概念や空間
理念を考察する。建築設計の理論、ならびに建築意匠の分析につ
いて、論文講読や文献講読を主とした講義及び輪講を行う。建築
の設計に有効な知識及び技術を修得する。

専
門
科
目
群

建築設計学演習

建築の設計について、演習ならびに調査を行うことにより実践的
な知識と技術を養う。傑作といわれる建築作品が創造された過程
を、実践と思考の相互作用としてとらえ、調査分析する。そのう
えで具体的な実作の設計の実践を理論的に分析、評価する。

専
門
科
目
群

生活支援工学

少子高齢社会に進む流れの中、誰にでも使いやすい生活支援技術
が求められる。本講義では、医療や福祉の現場、さらには、家庭
で役立つ機器やシステムの開発に関して講義する。具体的には、
リハビリテーション工学、福祉工学、健康工学、医用工学、生体
計測などの開発テーマを中心に解説を行う。

専
門
科
目
群

生活支援工学演習

生活支援工学の実践においては、Quality of Lifeの向上をはかり
つつ、ユーザに優しい(侵襲の低い)機器システムを開発する必要
がある。そのためには試作システムを現場・臨床に持ち込んで評
価する必要がある。生活支援工学の講義で解説した開発テーマか
らひとつを選び、具体的な課題を設定した演習形式講義を行う。

集中

専
門
科
目
群

生活環境史特論

人類誕生以来の衣・食・住の歴史について、環境変動及び人類の
移動・拡散に伴う身体の進化や文化の進歩を踏まえて捉え、それ
らの関連について理解を深める。これらを解明するために、遺跡
から出土した考古学的資料について、理化学的な手法を用いて分
析した研究例が数多くある。そのような研究例をいくつか挙げ、
手法の原理についても学ぶ。また、過去の環境変動に関しては、
どのようなものが資料となり、どのような分析方法により何がわ
かるか、結果の解釈の仕方に至るまでを学ぶ。
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専
門
科
目
群

生活環境史演習

人類誕生以来の衣・食・住の歴史について、環境変動及び人類の
移動・拡散に伴う身体の進化や文化の進歩を踏まえて捉え、それ
らの関連について理解を深めるため、それらに関する研究論文を
読みこなす力を養う。衣・食・住の具体的な歴史的証拠について
の研究例を用い、資料、分析方法、解釈について読み取るとも
に、論文としての記述の仕方を含めて演習する。さらに、同様の
手法を用いて、どのようなことを解明しうるかについてもアイデ
アを出し合う。

専
門
応
用
科
目
群

生活工学研究プロ
ジェクトB

各受講生の関心に沿ったトピックを取り上げ、そのトピックが関
わる生活上の問題の所在を明らかにした上で、研究目的・方法を
設定し、必要な実験を行った上で、データを解析し考察を行う。
課題解決方法を具体的に提案し有効性を示すことが目標となる。
担当者は受講する学生の主指導教員・副指導教員を中心とした3名
以上とする。主にお茶の水女子大学の施設設備を用いて実施す
る。

集中

専
門
応
用
科
目
群

生活工学研究プレ
ゼンテーションB

研究課題についての討論を通じ、適切に研究目的や研究方法等を
伝え、研究成果を学術論文や学会発表として公表するための情報
発信力の基礎を身に付ける。担当者は受講する学生の主指導教
員・副指導教員を中心とした2名以上とする。
主にお茶の水女子大学の施設設備を用いて実施する。

集中

専
門
応
用
科
目
群

生活工学デザイン
ワークショップ
（LIDEE実践）

前期課程で実施する生活工学デザインワークショップ(LIDEE)にお
いてワークショップを主催する。すなわち、受講者の活動分野・
内容に応じてワークショップのテーマを考案するとともに、主催
側立場として、参加者に適切なワークショップを実践させる能力
を涵養する。科学技術に関する知識を活用し、人間の行動や生活
を中心とした(Human Centered) ライフ・イノベーションの創造プ
ロセスを学ぶ。

集中

専
門
応
用
科
目
群

生活工学３Dデジ
タルデザイン演習

具体的な製品開発のためCAD能力を身に付ける。加えて、３Dプリ
ンタやNC工作機械による試作製造演習も実施する。実習に並行し
加工材料(金属、樹脂など)に関する知識も学ぶ。機械工作現場の
見学も実施することで、物作りの環境を肌身で感じ取る。
(18 太田，21 長澤，26 元岡)
第１回　序論
第２．３回　CAD演習(vector works)
第４回　企業におけるCAD活用の概況
第５・６回　３Dデザイン演習(Real Time Technologyによる3Dビ
ジュアライゼーション)

第７回　企業における３Dデザインの概況

第８・９回　３D加工演習(加工データの作製)

第10回　企業における試作加工の概況

第11・12回　３Dプリンタ演習

第13回　企業における３Dプリンタの活用概況

第14回　製造現場見学

第15回　まとめ

集中

専
門
応
用
科
目
群

インターンシップ
プロジェクトB

生活関連企業・研究機関・官公庁にてインターンシップを行い、
報告会にて研修内容を発表する。研修終了後はレポートを提出す
るとともに、報告会にて研修内容を発表する。研修内容に関して
は、生活工学関連分野、とくに、受講者 の博士論文の内容に関連
するテーマを選定する事が求められる。

複数担当・
休業中集中
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学生は指導教員と良く相談の上、自らの研究テーマを決め、テー
マに関する関連論文の講読や学習を通して、実験・測定・解析な
どを行う手法を学び、科学的な態度で研究を遂行する態度を養
う。国内外の関連学会発表、国内外の関連学会論文作成を行う。
また、それらの成果を博士論文としてまとめ、提出・発表する。
教員は、これら各段階における適切な講義・アドバイス・実験・
測定等の教授活動を通して、研究が円滑に行われ、科学的に解析
し、成果を様々な形で社会に発信できるよう、指導と援助を行
う。

(お茶の水女子大学)
(18 太田裕治)生活支援技術には低侵襲性が求められる。医用工
学，リハビリテーション工学，福祉工学，健康工学，生体計測を
中心に、Quality of Life向上のための各種生活支援技術の開発に
関する研究指導および論文作成指導をおこなう。
(19 仲西正)生活環境向上に寄与できる機能性高分子材料の開発と
機能発現機構の解明をテーマとする。具体的には、低分子と高分
子間の相互作用を応用した、消臭機能材料、分離機能材料、高分
子ゲル材料など関する実験的、物理化学的検討に関して研究指導
および論文作成指導を行う。
(20 大瀧雅寛)安全な生活環境の構築には、病原や有害物質による
リスク管理や十分な水資源供給システムの管理が求められる。水
の消毒技術、高度酸化処理技術、健康リスク評価、水需要予測と
いった内容の研究指導および論文作成指導を行う。
(21 長澤夏子)建築や都市空間の構築には、人間の行動や快適性・
健康性といった生活の視点が重要である。建築人間工学的なアプ
ローチで行動調査やシミュレーション、心理・生理計測など、人
間中心の環境デザインに関する研究指導および論文作成指導をお
こなう。
(22 近藤恵)人間の生活について、利便性を追求するだけでなく、
より深く考察する力を養うため、人類誕生以来の衣・食・住の歴
史について、環境変動および人類の移動・拡散に伴う身体の進化
や文化の進歩を踏まえて捉えながら、衣・食・住に関する具体的
な歴史的証拠に関する研究指導および論文作成指導をおこなう。

生活工学特別研究
（博士）
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